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触
媒
化
学
と
化
学
工
業

触
媒
研
究
所
が
北
大
に
設
置
さ
れ
た
の
は
一
九
四
三
年
(
昭
和
一
八
)
の
一
月
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
(
昭
和
五
三
)

一
月
で
満
三
玉
年

に
な
る
が
、
北
大
創
基
百
年
の
歴
史
か
ら
見
れ
ば
わ
ず
か
三
分
の
一
の
若
さ
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
当
時
に
比
べ
る
と
現
在
は
、
大
学
、

触媒化学と化学工業

学
部
の
数
は
国
立
大
学
だ
け
で
も
数
倍
に
伸
び
、
北
大
に
お
い
て
も
部
局
数
は
二
倍
以
上
に
、
学
生
数
、
教
官
数
は
三
倍
以
上
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
設
立
の
古
さ
か
ら
い
え
ば
や
や
古
い
方
に
属
す
る
。

全
国
で
大
学
付
置
の
研
究
所
が
急
速
に
増
え
た
の
は
、
次
。
へ

l
ジ
の
グ
ラ
フ
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
一
九
四
一
年
(
昭
和
二
ハ
)
か
ら
一

九
四
五
年
(
昭
和
二
O
)
ま
で
の
聞
で
、
戦
後
は
大
学
付
置
あ
る
い
は
国
立
大
学
共
同
利
用
研
究
所
が
主
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
規
模
も

1 

共
同
利
用
研
究
所
の
ほ
う
が
一
般
に
大
き
い
。

触
媒
研
究
所
設
立
の
沿
革
を
述
べ
る
前
に
、
触
媒
研
究
所
設
立
に
至
る
背
景
と
し
て
の
触
媒
化
学
や
化
学
工
業
の
発
展
を
簡
単
に
述
べ

る。
十
九
世
紀
初
め
ま
で
は
、
佑
学
工
業
は
家
内
工
業
的
な
小
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
の
が
、
資
本
主
義
の
発
達
と
と
も
に
し
だ
い
に
規
模
の

大
き
な
も
の
に
な
り
、
触
媒
の
研
究
も
そ
れ
に
伴
っ
て
盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。
二
十
世
紀
初
め
の
一
九
一
一
一
年
こ
ろ
か
ら
の
重
化
学
工

業
化
へ
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
た
の
は
、

サ
パ
チ
エ
(
フ
ラ
ン
ス
)

の
不
飽
和
炭
化
水
素
へ
の
水
素
添
加
触
媒
の
発
見
(
一
八
九
六
年
)
と
、

P5ラ

ハ
i
パ
!
と
ボ
ツ
シ
ユ

(
ド
イ
ツ
)
に
よ
る
「
空
中
窒
素
の
固
定
」
す
な
わ
ち
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
方
法
の
研
究
と
そ
の
工
業
化
へ
の
成
功

で
あ
る
。
こ
の
時
期
か
ら
一
九
二
五
年
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

ア
メ
リ
カ
で
の
重
化
学
工
業
化
は
、
急
速
で
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
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っ
た
。日
本
で
は
、
大
正
の
初
め
ま
で
は
化
学
工
業
の
発
達
は
遅
々
た
る
も
の
で
あ

り
、
昭
和
初
期
の
不
況
時
か
ら
や
っ
と
近
代
的
化
学
工
業
化
が
始
ま
っ
た
わ
け

で
、
欧
米
に
遅
れ
る
こ
と
二

O
年
以
上
で
あ
り
、
実
用
触
媒
の
研
究
と
し
て

は
、
東
京
工
業
試
験
所
の
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
触
媒
の
改
良
な
ど
の
オ
ぐ
れ
た
業

績
は
多
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
無
に
等
し
く
、
も
っ
ぱ

ら
技
術
導
入
や
特
許
の
輸
入
に
た
よ
っ
て
い
た
。

触
媒
の
基
礎
的
な
研
究
は
化
学
工
業
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る

が
、
基
礎
科
学
と
し
て
も
、
化
学
・
物
理
学
な
ど
に
ま
た
が
っ
て
興
味
あ
る
領

域
で
あ
り
、
今
世
紀
初
め
以
来
急
速
に
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

北
大
に
触
媒
研
究
所
が
い
ち
早
く
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
基
礎
研
究
の
面
で

は
時
宜
を
得
た
も
の
で
あ
っ
た
。

触
媒
研
究
所
の
設
置

触
媒
研
究
所
設
置
理
由
書

北
大
か
ら
「
昭
和
十
六
年
度

触
媒
研
究
所
設

置
概
算
要
求
書
」
が
一
九
四

O
年
に
文
部
省
に



提
出
さ
れ
た
。
こ
の
作
成
は
、
当
時
理
学
部
化
学
の
助
手
で
あ
っ
た
三
谷
光
雄
に
よ
る
。
要
求
書
は
次
の
一

0
項
目
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る。

〔一〕
〔一一〕
〔一一一〕
〔四〕
〔五〕

触媒研究所の設置

〔六〕
〔七〕
〔八〕
〔九〕
〔一

O〕

触
媒
研
究
所
設
置
理
由
書

新
営
建
物
坪
数
算
出
調

研
究
内
容
説
明

研
究
事
項
並
職
員
配
置
調

経
常
費
所
要
額
調

設
備
費
内
訳

特
別
研
究
費
内
訳
調

付
帯
工
事
費
其
他
内
訳
調

触
媒
研
究
業
蹟

触
媒
ノ
意
義
ト
其
ノ
研
究

ま
ず
、
〔
乙
を
紹
介
す
る
。

2 

触
媒
研
究
所
設
置
理
白
書

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
、
人
造
石
油
、
合
成
燃
料
、
人
造
繊
維
、
合
成
ゴ
ム
等
ノ
大
工
業
ハ
凡
テ
触
媒
利
用
ノ
化
学
工
業
ニ
シ
テ
触
媒
及
其
ノ
使
用
状
況

ノ
適
否
ハ
製
品
ノ
優
劣
、
能
率
ノ
良
否
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
生
産
費
ノ
高
低
ヲ
根
本
的
ニ
決
定
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
化
学
工
業
ノ
優
劣
ハ
一
ニ
懸
リ
テ
触
媒
ニ

ア
リ
触
媒
研
究
ノ
軍
事
上
将
又
産
業
上
重
要
ナ
ル
ハ
敢
テ
賛
言
ヲ
要
セ
サ
ル
所
ナ
リ

然
η
ノ
ト
難
モ
現
今
我
国
ニ
於
ケ
ル
触
媒
研
究
並
ニ
之
カ
各
種
ノ
応
用
ヲ
観
ル
ニ
諸
合
成
工
業
中
最
モ
進
歩
シ
居
レ
ル
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
(
人
造
肥

料
〉
ノ
如
キ
モ
殆
ン
ト
其
ノ
技
術
ハ
外
国
ノ
特
許
ヲ
購
入
シ
居
レ
ル
状
態
ニ
ア
リ
之
ニ
使
用
ス
ル
触
媒
ハ
各
工
場
ニ
ヨ
リ
テ
具
ナ
リ
優
秀
ナ
ル
触
媒

ノ
発
見
ヲ
要
望
ス
ル
コ
ト
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
更
二
石
炭
液
化
、
合
成
ゴ
ム
等
ハ
欧
米
諸
国
ニ
於
テ
ハ
既
ニ
大
工
業
化
ニ
成
功
シ
居
ル
ニ
モ
関
ハ
ラ
ス

我
国
ニ
於
テ
ハ
漸
ク
緒
ニ
着
キ
タ
ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
生
産
費
ノ
高
キ
ト
製
品
ノ
不
良
ト
ニ
悩
ミ
ッ
、
ア
ル
実
情
ニ
ア
リ
而
モ
液
体
燃
料
資
源
ノ
少
キ
我

I257 
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国
ニ
於
テ
ハ
内
外
油
田
ノ
開
発
ト
其
ノ
利
用
ヲ
完
全
ナ
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
シ
其
ノ
他
人
造
石
油
、
合
成
燃
料
ノ
研
究
ノ
完
成
ヲ
緊
要
ト
ス
今
ヤ
我
国
ハ

非
常
時
局
ニ
直
面
シ
石
炭
液
化
及
ク
ラ
ツ
キ
ン
ゲ
ニ
ヨ
リ
優
秀
ガ
ソ
リ
ン
ノ
生
産
イ
ソ
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
ノ
如
キ
航
空
燃
料
ノ
製
造
ハ
航
空
機
ノ
速

度
ヲ
増
進
セ
シ
メ
又
発
動
機
ノ
故
障
ヲ
減
少
セ
シ
ム
ル
為
其
ノ
増
産
ハ
目
下
ノ
重
要
研
究
事
項
ナ
リ
又
ア
ン
モ
二
ア
ヨ
リ
硝
酸
ヲ
作
リ
硝
酸
ヨ
リ
製

造
セ
ル
爆
薬
ピ
ク
リ
ン
酸
、
T
-
N
-
T
、
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
、
発
射
薬
ニ
ト
ロ
セ
ル
ロ

l
ズ
等
ノ
品
質
ノ
改
良
代
用
爆
薬
ノ
製
造
及
ア
ン
モ
ニ
ア

ヲ
使
用
セ
ス
直
接
窒
素
ト
酸
素
ヨ
リ
硝
酸
ヲ
製
造
ス
ル
触
媒
ノ
発
見
等
ハ
速
カ
ニ
ソ
ノ
研
究
ノ
完
成
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

元
ヨ
リ
我
国
ニ
於
テ
モ
各
大
学
其
他
ノ
研
究
機
関
並
ニ
諸
会
社
内
ノ
研
究
所
等
ニ
ア
リ
テ
之
ニ
関
ス
ル
若
干
ノ
部
分
的
研
究
ヲ
行
ヒ
ッ
、
ア
ル
モ
大

学
共
他
ノ
研
究
機
関
ニ
ア
リ
テ
ハ
経
費
並
ニ
研
究
者
ノ
不
足
ノ
為
充
分
ニ
独
創
性
ア
ル
業
績
ヲ
挙
ク
ル
コ
ト
能
ハ
ス
一
方
営
利
会
社
ノ
研
究
所
ニ
ア

リ
テ
ハ
相
当
ノ
経
費
ト
研
究
者
ト
ヲ
有
ス
ル
場
合
ニ
於
テ
モ
ソ
ノ
研
究
ハ
目
前
ノ
営
利
ヲ
目
的
ト
ス
ル
関
係
上
長
時
日
ヲ
要
ス
ル
如
キ
基
礎
的
研
究

乃
至
綜
合
的
応
用
等
之
ヲ
為
シ
得
サ
ル
ハ
当
然
ニ
シ
テ
若
シ
現
状
ノ
億
推
移
セ
ン
カ
我
固
化
学
工
業
界
ニ
大
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ホ
シ
延
イ
テ
ハ
我
国
カ

ニ
重
大
ナ
ル
欠
陥
ヲ
招
来
ス
ル
ニ
至
ル
ヘ
シ

比
ノ
時
ニ
当
リ
数
年
来
本
学
理
学
部
堀
内
教
授
ノ
触
媒
ノ
研
究
ハ
数
種
ノ
触
媒
作
用
ニ
横
ハ
ル
原
理
ヲ
世
界
ニ
先
ン
シ
テ
発
見
シ
基
礎
理
論
ノ
構
成

一
一
成
功
シ
其
ノ
基
礎
理
論
ノ
指
針
ニ
ヨ
リ
既
ニ
数
種
ノ
応
用
ニ
移
シ
得
ヘ
キ
結
論
ヲ
得
タ
リ
既
ニ
代
表
的
成
果
ト
シ
テ
ハ
ハ
円
触
媒
ニ
ヨ
ル
水
素
添
加

反
応
機
構
ノ
闇
明
伺
白
金
触
媒
ノ
代
用
ト
ナ
リ
得
ル
触
媒
ノ
発
見
同
触
媒
ノ
電
気
化
学
的
研
究
法
ノ
確
立
等
ニ
シ
テ
尚
進
ン
テ
其
ノ
基
礎
理
論
ヲ
更

ニ
拡
張
シ
多
ク
ノ
触
媒
作
用
ニ
指
針
ヲ
与
へ
又
基
礎
理
論
ヨ
リ
来
ル
結
論
ニ
依
テ
触
媒
ニ
関
ス
ル
新
分
野
ノ
開
拓
ニ
努
メ
ッ
、
ア
リ
依
テ
弦
ニ
左
記

-
一
掲
ク
ル
研
究
所
ヲ
設
置
シ
触
媒
ニ
一
関
ス
ル
徹
底
的
研
究
ヲ
為
シ
以
テ
我
国
他
学
工
業
ノ
育
成
ヲ
図
ル
ト
共
ニ
軍
事
上
並
産
業
上
重
要
ナ
ル
研
究
業

績
ヲ
挙
ケ
ン
ト
欲
ス

蝕媒研究所

以
上
が
研
究
所
設
置
の
理
由
で
あ
る
。

概
算
要
求
書
の
設
置
理
由
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、

四

O
年
近
く
も
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貫
か
れ

て
い
る
精
神
は
今
で
も
全
く
正
し
い
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
化
学
原
料
の
主
な
も
の
は
石
炭
で
あ
り
、
現
在
は
い
わ
ゆ
る
石
油
化
学
時
代

で
あ
り
、
所
得
倍
増
、
高
度
成
長
の
時
期
に
、

日
本
の
化
学
工
業
は
重
佑
学
工
業
へ
と
急
速
に
変
身
し
、

日
本
全
国
至
る
と
こ
ろ
に
大
規

模
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
で
き
、
外
見
的
に
は
わ
が
国
は
化
学
工
業
の
先
進
国
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
技
術
導
入
型
で
あ
り
公
害
問
題
は
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深
刻
化
し
て
い
る
。

触
媒
研
究
所
が
北
大
に
設
置
さ
れ
た
経
過
に
は
、
堀
内
寿
郎

教
授
の
優
れ
た
業
績
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
の
も
理
由
書

堀内の重水を使った研究を紹介した当時の新聞 (1934年6月)

の
と
お
り
で
あ
る
。

堀
内
は
一
九

O
一
年
(
明
治
三
四
)
札
幌
に
生
ま
れ
、
旧
制
第

二
高
等
学
校
を
経
て
一
九
二
二
年
(
大
正
二
)
東
大
理
学
部
化

学
科
に
進
み
、

わ
が
国
の
物
理
化
学
の
先
駆
者
で
多
く
の
優
れ

た
門
下
生
を
育
て
た
片
山
正
夫
教
授
の
も
と
に
学
ん
だ
。
卒
業

後
も
東
大
化
学
教
室
お
よ
び
理
化
学
研
究
所
の
片
山
研
究
室
で

「
有
機
溶
媒
へ
の
気
体
の
溶
解
度
」
の
実
験
・
理
論
の
研
究
を

行
い
、

一
九
三
二
年
(
昭
和
七
)
学
位
を
取
得
し
た
。
こ
の
仕
事

の
完
成
を
機
会
に
、
こ
の
年
ド
イ
ツ
の
グ
ッ
チ
ン
グ
ン
大
学
の

オ
イ
ケ
ン
教
授
の
下
に
一

0
カ
月
滞
在
し
分
子
振
動
の
理
論
的

研
究
を
し
た
。

当
時
物
理
化
学
の
世
界
的
第
一
人
者
で
、
ベ
ル
リ
シ
大
学
教

授
、
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ

l
パ
l
研
究
所
長
だ
っ
た
ポ
ラ
ニ

i
は
以

前
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
大
学
に
赴
任
を
招
請
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

ヒ
ト
ラ
ー
が
政
権
を
取
る
と
と
も
に
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イ
ギ
リ
ス
行
き
を
決
心
し
、
堀
内
は
待
遇
の
よ
い
名
誉
研
究
員
と
し
て
同
行
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
、

一
九
三
二
年
春
よ
り
一
九
三
四
年

終
わ
り
ま
で
一
年
八
カ
月
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
大
学
で
研
究
し
た
。
ポ
ラ
ニ

i
は
堀
内
の
そ
れ
ま
で
の
仕
事
を
高
く
評
価
し
て
い
た
の
で
あ

る。
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

I
大
学
に
お
け
る
二
人
の
研
究
計
画
は
、

一
九
三
二
年
ユ

l
リ
ー
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
重
水
素
を
ト
レ
ー
サ
ー
(
可
R
R

追
跡
標
識
)
と
し
て
化
学
反
応
、
触
媒
作
用
、
水
素
電
極
反
応
の
分
子
レ
ベ
ル
で
の
研
究
を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
堀
内
・
ポ
ラ
ニ

l
の
研

究
は
非
常
に
実
り
多
い
も
の
で
、
化
学
反
応
、
触
媒
作
用
の
研
究
に
と
っ
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
化
学
反
応
の
研
究
に
水
素
の
み

な
ら
ず
他
元
素
の
同
位
元
素
を
用
い
て
研
究
す
る
こ
と
は
現
在
で
は
常
識
に
な
っ
て
い
る
。

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
は
多
く
の
若
い
優
秀
な

学
者
が
集
ま
っ
て
き
て
い
て
、
堀
内
は
啓
発
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。

蝕媒研究所

帰
朝
後
一
九
三
五
年
(
昭
和
一

O
)
一
月
か
ら
北
大
理
学
部
教
授
と
な
り
、

北
大
で
イ
ギ
リ
ス
で
の
研
究
を
岡
本
剛
助
教
授
(
当
時
、
現

北
大
名
誉
教
授
)
、
広
田
講
師
(
現
阪
大
名
誉
教
授
)
と
と
も
に
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
岡
本
、
広
岡
も
と
も
に
片
山
門
下
生
で
あ
る
。

こ
の
北
大
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
、
触
媒
研
究
所
設
置
の
基
盤
に
な
る
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

研
究
内
容
説
明

概
算
要
求
書
の
〔
一
二
〕
に
は
部
門
構
成
と
そ
の
研
究
内
容
の
説
明
が
あ
る
。
ポ
ラ
ニ

l
・
堀
内
の
触
媒
の
研
究
を
い
か

に
進
め
る
べ
き
か
と
い
う
思
想
が
貫
か
れ
て
い
る
。
研
究
は
次
の
玉
部
か
ら
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
部
は

「
触
媒
ノ
理
論
化
学
的
研
究
」
、
第
二
部
は
「
触
媒
ノ
物
理
化
学
的
研
究
」
、
第
三
部
は
「
触
媒
ノ
電
気
化
学
的
研
究
」
、
第
四
部
は
「
触

媒
ノ
表
面
構
造
ノ
研
究
」
、
第
五
部
は
「
触
媒
ノ
応
用
化
学
的
研
究
」
で
、
「
部
」
は
現
在
の
「
部
門
」
で
あ
る
。

第
一
部
の
内
容
は
、
理
論
と
実
験
と
を
並
行
し
て
進
め
な
が
ら
触
媒
作
用
の
本
質
を
統
計
力
学
、
量
子
力
学
の
基
礎
の
上
に
樹
立
し
、

試
行
錯
誤
的
な
む
だ
を
省
き
新
分
野
を
開
拓
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
テ
l
マ
を
設
定
し
た
。

一
、
金
属
触
媒
の
理
論
化
学
的
研
究
、
二
、
白
金
代
用
触
媒
の
理
論
の
発
展
、
一
二
、
混
合
触
媒
の
理
論
化
学
的
研
究
、

四
、
金
属
触
媒



と
表
面
構
造
と
触
媒
作
用
と
の
関
係
に
関
す
る
理
論
化
学
的
研
究
。

ハ
l
パ
ー
が
「
空
中
窒
素
の
固
定
」
に
成
功
し
た
の
は
、
窒
素
、
水
素
、

ア
ン
モ
ニ
ア
の
混
合
系
の
精
密
な
熱
力
学
的
研
究
の
結
果
か

ら
高
圧
、
低
温
で
適
当
な
触
媒
が
あ
れ
ば
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
熱
力
学
的
に
結
論
し
、
二
万
種
の
も
の
を
調
べ
て
触

媒
と
し
て
鉄
な
ど
が
よ
い
こ
と
を
つ
き
と
め
た
結
果
で
あ
る
。
佑
学
工
業
の
発
展
段
階
で
は
常
に
陸
路
に
な
る
の
が
触
媒
探
し
で
あ
る
。

さ
き
に
掲
げ
た
研
究
の
諸
事
項
は
現
在
で
も
重
要
な
研
究
テ

I
マ
で
あ
り
、
な
か
ん
ず
く
第
四
項
は
こ
の
一

0
年
聞
に
急
速
に
進
展
し
た

分
野
で
あ
る
。

第
二
部
の
「
触
媒
ノ
物
理
化
学
的
研
究
」
は
具
体
的
な
触
媒
に
よ
る
反
応
の
経
路
を
、
同
位
元
素
な
ど
を
用
い
て
決
定
し
、
あ
る
い
は

触媒研究所の設置

赤
外
吸
収
、
仕
事
関
数
変
化
な
ど
を
測
定
し
、
触
媒
上
の
中
間
体
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
て
触
媒
作
用
の
研
究
を
実
験
的
に
し
よ
う
と
い

う
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
研
究
を
挙
げ
て
い
る
。

一
、
水
素
添
加
反
応
の
物
理
佑
学
的
研
究
、
二
、

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
及
び
酸
化
の
物
理
化
学
的
研
究
、
三
、

ク
ラ
ツ
キ
ン
グ
の
物
理
化

学
的
研
究
、

四
、
ア
セ
ト
ン
重
合
の
物
理
化
学
的
研
究
、

玉
、
触
媒
毒
の
物
理
化
学
的
研
究
。

2 

第
三
部
の
「
触
媒
ノ
電
気
化
学
的
研
究
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

電
気
分
解
は
電
極
表
面
上
で
起
こ
る
触
媒
反
応
で
、
気
相
中
で
の
触
媒
反
応
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
。
研
究
題
目
と
し
て
は
、

一
、
電

解
酸
佑
還
元
の
研
究
、
二
、
酸
性
、
塩
基
性
及
び
有
極
性
原
料
の
水
素
添
加
反
応
の
電
気
佑
学
的
研
究
、
三
、
電
子
親
和
力
と
触
媒
作
用

と
の
電
気
化
学
的
研
究
、
四
、
高
周
波
電
流
に
よ
る
触
媒
作
用
の
研
究
、
が
あ
る
。

第
四
部
の
「
触
媒
ノ
表
面
構
造
ノ
研
究
」
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

1261 

触
媒
作
用
の
本
質
の
理
解
に
は
反
応
に
あ
ず
か
る
分
子
、
原
子
の
み
で
な
く
、
触
媒
表
面
の
構
造
論
的
、
電
子
論
的
研
究
、
及
び
表
面

と
そ
れ
ら
原
子
、
分
子
と
の
相
互
作
用
の
研
究
が
要
求
さ
れ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
、
光
学
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的
顕
微
鏡
に
よ
る
触
媒
表
面
構
造
の
研
究
、
二
、
電
子
線
回
折
法
に
よ
る
触
媒
表
面
構
造
の
研
究
、
三
、
電
子
顕
微
鏡
に
よ
る
触
媒
表
面

構
造
の
研
究
、

四、

X
線
に
よ
る
触
媒
表
面
構
造
の
研
究
。

第
四
部
に
固
体
表
面
を
主
に
研
究
対
象
と
す
る
部
門
を
設
け
た
こ
と
も
先
見
の
明
を
誇
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
コ
ロ
イ
ド
化
学

と
か
、
界
面
化
学
と
い
う
言
葉
は
あ
っ
た
が
、
電
子
顕
微
鏡
や
電
子
線
回
折
を
用
い
て
表
面
が
触
媒
作
用
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
研
究
し

ょ
う
と
い
う
発
想
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

四
O
年
た
っ
た
現
在
で
は
電
子
顕
微
鏡
、
電
子
線
回
折
を
は
じ
め
物
理
や
化
学
的

方
法
を
用
い
て
の
固
体
表
面
の
研
究
は
非
常
に
盛
ん
で
あ
り
、

「
表
面
科
学
」
と
い
う
言
葉
は
一
般
化
し
て
い
る
。

最
後
の
第
五
部
「
触
媒
ノ
応
用
化
学
的
研
究
」
で
は
、

「
第
一
乃
至
第
四
部
ニ
於
ケ
ル
触
媒
ノ
学
理
的
研
究
ノ
結
論
ヲ
応
用
ニ
移
シ
一

方
応
用
工
業
ヨ
リ
ノ
要
求
ヲ
学
理
的
研
究
ノ
題
目
ニ
還
元
ス
ル
目
的
ヲ
以
テ
第
一
乃
至
第
四
部
ノ
研
究
ノ
進
展
ト
密
接
ナ
ル
連
絡
ヲ
保
チ

触媒研究所

ツ
ツ
次
ノ
諸
研
究
ヲ
行
ハ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
し
て
、
石
炭
液
化
、
合
成
燃
料
、

ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
、

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
及
び
酸
化
、

合
成
ゴ
ム
、
合
成
樹
脂
等
の
応
用
化
学
的
研
究
を
あ
げ
て
い
る
。

以
上
が
研
究
内
容
の
概
要
で
あ
る
。

予
算
関
係
そ
の
他
の
要
求

設
置
理
白
書
に
付
せ
ら
れ
た
新
営
費
の
要
求
額
は
次
ベ

l
ジ
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
臨
時
費
と

さ
れ
て
、
政
府
支
出
金
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
建
物
を
完
成
し
設
備
を
終
わ
る
ま
で
の
も
の
で
あ

る
。
奏
任
俸
給
は
建
築
、
設
計
-
監
督
の
技
師
一
人
の
二
年
分
、
判
任
俸
給
は
技
手
二
人
分
の
も
の
で
あ
る
。
本
館
は
耐
火
造
り
三
階
建

て
で
、
坪
四

O
O円
で
一
二
八

O
坪
、
実
験
工
場
そ
の
他
が
耐
火
造
り
平
家
建
て
、
坪
三
五

O
円
で
四
三
七
坪
、
付
帯
工
事
費
が
坪
当
た

り
一
一
一

O
円
で
、
本
館
、
実
験
工
場
そ
の
他
の
合
計
一
七
一
七
坪
で
あ
る
。

〔
四
〕
及
び
〔
五
〕
は
研
究
を
一
九
四
二
年
度
事
業
開
始
し
、

四
三
年
度
の
二
年
間
で
完
成
す
る
た
め
の
定
員
、
経
常
費

一
九
四
二
、

の
要
求
で
あ
り
、

玉
部
門
、
教
授
玉
(
専
任
三
、
兼
任
ニ
)
、
助
教
授
玉
、
助
手
一

O
、
書
記
一
ニ
、

と
な
っ
て
い
る
。
俸
給
は
完

司
書
一
、
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割度

了
出支

度年1942 度年1941 
額費総分

834，800円844，200円1，679，000円

2，480 2，480 4，960 

1，970 1，940 3，940 

触媒研究所新営費

奏任俸給 1

判任俸給

賞 J 与 j

区

445 445 890 

23，429 29，591 53，020 費務事
・
新
，
設

406，476 609，714 1，016，190 費営
、
備
…
~
一

成
時
で
年
に
三
万
八
六
八
七
円
、
校
費
が
一
九
万
九
九

O
円
で
合
計
二
二
万
九
六
七
七

400，000 

円
で
あ
る
。

〔六〕、

〔七〕、

〔八〕

は
設
備
費
、
特
別
研
究
費
、
付
帯
工
事
費
等
の
内
訳
で
あ
る

が
、
主
な
も
の
を
次
に
述
べ
る
。

機
械
費
の
要
求
は
全
部
で
三
六
万
七
四
三

O
円
で
あ
る
が
、
主
な
も
の
を
並
べ
て
み

200，000 

る
と
、
人
工
同
位
元
素
製
造
施
設
(
四
万
一

0
0
0円
)
、
高
温
高
圧
装
置
(
一
万
円
)
、
高

周
波
超
音
波
発
生
装
置
(
五
0
0
0円
)
、
液
体
窒
素
製
造
装
置
(
一

O
万
円
)
、
電
子
顕
微

鏡
(
三
万
円
)
、

ス
ベ
ク
ト
ロ
グ
ラ
フ
(
四
0
0
0円
)
、
真
空
ポ
ン
プ
(
一
万
円
、
単
価
玉
O

O
円)、

お
よ
び
水
銀
拡
散
真
空
ポ
ン
プ

(
X
0
0
0円
、
単
価
四
O
O円
)
な
ど
の
実
験
用

600，000 

の
設
備
で
あ
る
。

人
工
同
位
元
素
製
造
装
置
は
、
電
解
濃
縮
に
よ
る
重
水
素
の
分
離
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
装
置
は
も
ち
ろ
ん
、
液
体
水
素
製
造
装
置
、
電
子
顕
微
鏡
な
ど
は
当
時
は
既

費

製
品
は
な
く
、
「
手
製
」
す
る
以
外
は
な
か
っ
た
。

前
の
第
二
号
の
手
製
の
も
の
で
あ
る
。

X
娘
、
電
子
線
装
置
も
終
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ

次
べ

l
ジ
の
写
真
は
ほ
ぼ
二
五
年

i

の
手
製
の
も
の
を
最
近
ま
で
使
っ
て
い
た
。
真
空
ポ
ン
プ
及
び
水
銀
拡
散
ポ
ン
プ
は
一

0
0
0
万
分
の
一
ト
l
ル
程
度
の
高
真
空
で
実
験
を
行
う
た
め
の
も
の
で
、
教
官
数
二

O
名
の
予
定
で
あ
っ
た
か
ら
、
各
一
組
ず
つ
も
っ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
化
学
系
の
実

験
室
に
真
空
を
持
ち
込
ん
だ
の
は
堀
内
で
、
す
で
に
理
学
部
化
学
教
室
で
は
真
空
中
で
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手製の電子顕微鏡第二号

1952年ごろの製作で1969年ま

で使用されて，触媒体の構造

研究に用いられた

で
も
み
な
非
常
に
充
実
し
た
工
作
室
を
も
っ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
む
し
ろ
例
外
的
で
あ
っ
た
。

の
実
験
が
主
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。

機
械
費
の
次
に
額
の
大
き
な
も
の

は
、
実
験
工
場
と
し
て
ガ
ラ
ス
工
場
の

み
で
な
く
工
作
工
場
を
設
置
す
る
た
め

の
概
算
要
求
で
あ
っ
た
。
精
密
旋
盤
一

基
、
旋
盤
二
基
合
わ
せ
て
一
万
五

0
0

O
円
な
ど
で
、
総
計
五
万
二

0
0
0円

で
あ
る
。
欧
米
で
は
化
学
系
の
研
究
所

〔
九
〕
は
堀
内
を
中
心
と
し
た
研
究
論
文
リ
ス
ト
で
あ
る
。
〔
一

O
〕
は
、
当
時
の
日
本
の
化
学
工
業
の
現
状
と
触
媒
研
究
の
緊
急
性
並
び

触
媒
研
究
所
の
発
足

概
算
要
求
書
の
概
要
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

に
世
界
の
化
学
工
業
と
触
媒
研
究
の
情
勢
を
述
べ
て
い
る
も
の
で
、
興
味
あ
る
文
献
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
度
は
見
送
ら
れ
、
次
年
度
の
一
九
四

酵
素
触
媒
、

微
量
分

年
一
月
に
設
置
が
決
ま
っ
た
。

一
九
四
二
年
度
の
概
算
要
求
で
は
第
五
部
を
削
り
、

析
、
均
一
触
媒
、
酸
塩
基
触
媒
の
四
部
を
つ
け
加
え
、
計
八
部
の
要
求
で
あ
っ
た
が
、
第
一
r
〉
四
部
の
み
が
通
っ
た
。

東
大
教
授
、
堀
内
寿
郎
で
あ
る
。

触
媒
研
究
所
の
設
置
に
特
に
尽
力
し
た
の
は
、
今
総
長
、
小
熊
拝
低
温
科
学
研
究
所
長
で
あ
っ
た
。
設
置
委
員
は
小
熊
拝
、
片
山
正
夫

設
置
の
決
ま
っ
た
四
部
門
(
概
算
要
求
書
で
は
「
部
」
で
あ
る
が
以
下
部
門
と
呼
ぶ
)
と
当
初
の
部
門
担
当
の
教
授
・
助
教
授
は
、
第
一
部
門

第
四
部
門
触
媒
構
造
学

理
論
化
学
(
堀
内
寿
郎
理
学
部
と
併
任
)
、
第
二
部
門
物
理
化
学
(
管
孝
男
)
、
第
三
部
門
電
気
化
学
(
菟
原
逸
郎
)
、



(
山
口
成
人
)
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
太
秦
康
光
北
大
教
授
、
小
谷
正
雄
東
大
教
授
(
現
在
東
京
理
科
大
学
長
)
、

神
田
英
蔵
東
北
大
教
授
の
兼

任
で
発
足
し
た
。

初
代
所
長
は
小
熊
拝
低
温
科
学
研
究
所
長
が
併
任
し
、
建
物
も
低
温
科
学
研
究
所
の
一
部
を
間
借
り
し
て
発
足
し
た
た
め
、
事
務
長
、

事
務
職
員
、
事
務
室
も
低
温
科
学
研
究
所
に
依
存
し
て
い
た
。

一
九
四
八
年
(
昭
和
二
三
)
、

小
熊
所
長
が
定
年
退
職
し
、
堀
内
が
所
長
に

な
っ
た
と
き
に
事
務
機
構
と
事
務
室
と
も
に
独
立
し
た
。

一
九
四
三
年
(
昭
和
一
八
)
は
第
二
次
大
戦
も
終
局
を
迎
え
、
あ
わ
た
だ
し
さ
を
加
え
て
い
た
。
六
月
に
は
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確

立
要
綱
」
に
よ
っ
て
学
生
の
勤
労
動
員
は
強
化
さ
れ
、

一
年
の
三
分
の
一
は
勤
労
に
割
り
当
て
ら
れ
、
在
学
徴
集
延
期
は
勅
令
に
よ
り
停

触媒研究所の設置

止
さ
れ
、
さ
ら
に
「
兵
役
法
施
行
規
則
」
が
改
正
さ
れ
、
徴
兵
年
齢
は
二
十
歳
か
ら
十
九
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
こ
の
年
の
十
月
二
十

一
日
、
明
治
神
宮
外
苑
に
お
い
て
学
徒
出
陣
の
壮
行
会
が
氷
雨
降
る
な
か
で
行
わ
れ
た
。
在
学
期
聞
を
半
カ
年
短
縮
さ
れ
、

一
九
四
一
二
年

九
月
三
十
日
卒
業
予
定
の
東
克
彦
(
現
触
媒
研
教
授
)
、

松
下
三
十
郎
(
現
理
学
部
第
二
化
学
科
教
授
)
ら
も
卒
業
を
待
た
ず
八
月
末
に
海
軍
予

2 

備
学
生
と
し
て
応
召
し
た
。
若
い
事
務
員
の
多
く
も
徴
集
、
動
員
さ
れ
、
十
月
一
日
に
は
勤
務
時
聞
が
延
長
さ
れ
、

一
九
四
四
年
に
は
退

庁
が
一
時
間
延
長
さ
れ
、
土
曜
日
の
半
休
や
日
曜
休
日
さ
え
廃
止
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
時
期
に
、
世
界
最
古
で
最
小
の
触
媒
研
究
所
は
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
外
国
で
触
媒
研
究
所
が
で
き
た
の
は
、
第
二
次
大

戦
後
で
、
北
大
触
媒
研
究
所
よ
り
一
五
年
お
く
れ
て
ま
ず
ソ
連
に
で
き
た
。
規
模
は
一

O
倍
以
上
の
も
の
で
あ
る
。

つ
守
つ
い
て
フ
ラ
ン

ス
、
イ
タ
リ
ア
、
東
、
ド
イ
ツ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
作
ら
れ
た
が
い
ず
れ
も
北
大
の
も
の
の
二
、
三
倍
以
上
の
規
模
を
も
っ
て
い
る
。
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触
媒
研
究
所
の
概
要

触
媒
研
究
所
の
発
足
以
来
大
き
く
変
化
し
た
も
の
は
建
物
で
あ
る
。
発
足
当
時
は
前
章
に
述
べ
た
よ
う
に
理
学
部
東
側
に
あ
っ
た
低
温

科
学
研
究
所
の
北
側
三
分
の
一
の
間
借
り
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
狭
く
、
理
学
部
化
学
教
室
、
金
属
化
学
研
究
室
、
山
下
生
化
学
研
究

室
な
ど
に
も
間
借
り
を
し
て
い
た
。

一
九
六
三
、
六
四
年
度
の
ニ
カ
年
に
わ
た
っ
て
、
現
在
の
建
物
が
理
学
部
西
側
に
建
て
ら
れ
た
。

設
置
時
か
ら
ニ

O
年
を
要
し
た
わ
け
で
あ
る
ふ

触媒研究所

敷
地
は
農
学
部
の
研
究
農
地
で
あ
っ
た
五
三
七
二
平
方
メ
ー
ト
ル
を
譲
り
う
け
た
。
建
物
は
三
階
建
て
延
べ
三
一
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル

で
、
そ
の
後
ビ

N
M
R
室
四
一
平
方
メ
ー
ト
ル
が
一
九
七
一
年
に
増
築
さ
れ
た
。
現
在
で
は
事
務
室
、
図
書
室
、
会
議
室
な
ど
管
理
な
ら

び
に
教
育
部
門
が
一
五
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
研
究
室
は
一
六
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

部
門
増
は
現
在
ま
で
に
わ
ず
か
二
部
門
で
、
、
相
変
わ
ら
ず
世
界
最
小
の
触
媒
研
究
所
で
あ
る
。

発
足
時
に
は
、
第
一
部
門
理
論
化
学
、
第
二
部
門
触
媒
構
造
学
、
第
三
部
門
物
理
化
学
、
第
四
部
門
電
気

部
門
・
定
員
・
共
通
施
設

化
学
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
付
け
加
え
て
、

一
九
六
一
年
度
に
第
五
部
門
生
体
触
媒
(
現
在
の
有
機
化
学
部

門

一
九
六
四
年
度
に
第
六
部
門
酸
塩
基
触
媒
が
増
設
さ
れ
た
。
定
員
は
全
体
で
教
授
六
、
助
教
授
六
、
助
手
一
四
で
あ
り
、

一
九
七

七
年
現
在
、
助
教
授
が
プ
名
欠
員
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
は
事
務
室
一

O
名
、
ガ
ラ
ス
工
場
四
、
窒
素
工
場
二
、
図
書
室
一
、
秘
書
及
び

計
算
室
四
、
研
究
補
助
員
(
技
官
)
三
名
で
あ
る
(
な
お
一
九
六
三
年
の
総
定
員
法
に
よ
る
定
員
削
減
で
職
員
は
四
名
減
に
な
っ
て
い
る
)
。
こ
れ
に
大

学
院
生
、
研
究
生
十
数
名
を
含
め
、
六
五

1
七
O
名
の
小
さ
な
所
帯
で
あ
る
。
事
務
室
、
各
部
門
研
究
室
を
除
い
て
図
書
、

工
場
、
計
算



室
な
ど
の
研
究
補
助
組
織
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

〔
図
書
関
係
〕

研
究
範
囲
が
触
媒
、
電
気
化
学
、
固
体
表
面
な
ど
で
あ
り
、
さ
ら
に
物
理
、
化
学
、
物
理
化
学
に
も
わ
た
る
が
、
図
書

費
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
図
書
は
必
要
最
小
限
の
も
の
に
限
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
幸
い
に
理
学
部
に
近
く
、

そ
の
図
書
を
利
用
す
る

便
宜
を
得
て
い
る
。
そ
れ
で
も
年
間
玉

O
O万
円
の
図
書
費
が
必
要
で
あ
る
。
現
在
の
蔵
書
は
八

0
0
0冊
で
次
の
よ
う
な
内
訳
に
な
っ

て
い
る
。
和
書
単
行
本
一
四
五
二
冊
、
定
期
刊
行
の
学
術
雑
誌
四
五
一
冊
、
洋
書
単
行
本
二
四
七
七
冊
、
学
術
雑
誌
三
六
六
四
冊
で
あ
る

(
雑
誌
は
一
年
分
あ
る
い
は
三
カ
月
、
六
カ
月
分
を
ま
と
め
て
製
本
し
た
も
の
を
一
冊
と
し
て
数
え
て
あ
る
)
。

研
究
所
に
と
っ
て
も
っ
と
も
重
要
な
図
書
は
、
専
門
分
野
及
び
関
連
分
野
の
原
著
論
文
の
学
術
雑
誌
で
あ
る
。
欧
文
の
学
術
誌
は
約
八

触媒研究所の概要

O
点
あ
る
が
、
現
在
も
継
続
し
て
購
λ
ま
た
は
寄
贈
(
触
媒
研
究
所
の
英
文
紀
要
と
の
交
換
な
ど
)
を
受
け
て
い
る
も
の
は
六
五
点
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
一
七
点
、

ィ
、
ギ
リ
ス
一
四
点
、

購
入
し
て
い
る
も
の
は
玉

O
点
で
、
そ
れ
ら
の
発
行
地
を
国
別
に
み
る
と
、

ソ
連
、
西
ド
イ

フ
ラ
ン
ス
、
東
ド
イ
ツ
各
一
点
で
あ
る
。
寄
贈
分
は
カ
ナ
ダ
、

ッ
、
オ
ラ
-
ン
ダ
各
四
点
、
，
ス
イ
ス
三
点
、
デ
ン
マ
ー
ク
ニ
点
、

ス
カ
ン
ジ

3 

ナ
ピ
ア
、

ソ
連
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、

ユ
ー
ゴ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
あ
り
東
欧
圏
の
も
の
も
多
い
の
が
特
徴

チ
ェ
コ
、

で
あ
る
。
学
術
雑
誌
玉

O
点
(
ニ
七
八
冊
)
の
購
入
費
用
は
一
九
七
七
年
度
で
ほ
ぼ
三

O
O万
円
で
、
図
書
費
の
六
割
を
占
め
る
。
ま
た
触

媒
研
究
所
の
英
文
紀
要
と
の
交
換
な
ど
に
よ
る
寄
贈
分
が
一
五
点
三
九
八
冊
)
で
あ
る
。

一
九
七
七
年
度
の
洋
書
単
行
本
の
購
入
分
は
わ
ず
か
六
五
冊
で
あ
る
が
、
金
額
は
一

O
O万
円
を
少
し
上
回
っ
て
い
る
。
実
際
に
必
要

な
冊
数
の
三
分
の
一
以
ア
で
あ
ろ
う
。

洋
書
関
係
は
学
術
雑
誌
、
単
行
本
合
わ
せ
て
お
よ
そ
四

O
O万
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
和
書
関
係
は
六
五
万
円
程
度
で
あ
り
、

そ
れ
に

1267 

製
本
代
な
ど
が
加
わ
っ
て
図
書
費
は
玉

O
O万
円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
後
述
の
財
政
の
項
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

〔
工
場
関
係
〕

触
媒
研
究
所
の
発
足
以
来
、
液
体
窒
素
工
場
、
硝
子
工
場
の
充
実
に
は
最
も
力
が
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
零
下
二

O
O度
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の
液
体
窒
素
は
ほ
と
ん
ど
の
実
験
室
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
初
期
の
こ
ろ
は
そ
の
製
造
装
置
整
備
の
た
め
に
週
に
一
度
は
徹
夜

し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
現
在
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
フ
イ
リ
ッ
プ
ス
か
ら
優
秀
な
も
の
が
発
売
さ
れ
て
い
る
た
め
、
労
力
は
著
し
く
軽

滅
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

一
九
七
三
年
北
大
で
は
触
媒
研
究
所
が

そ
の
運
転
に
は
試
験
に
合
格
し
た
有
資
格
者
が
必
要
な
の
で
あ
る
が
、

は
じ
め
て
有
資
格
者
を
採
用
し
、
現
在
は
工
場
の
二
名
と
も
資
格
を
も
っ
て
い
る
。

硝
子
製
の
実
験
装
置
も
研
究
に
は
不
可
欠
な
も
の
で
、
小
さ
な
研
究
所
で
は
あ
る
が
優
秀
な
技
官
が
四
名
、

工
場
及
び
研
究
室
で
働
い

て
い
る
。

の
ち
に
掲
げ
る
一
九
七
七
年
度
決
算
表
が
示
す
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
工
場
、
液
体
窒
素
工
場
と
も
に
、
年
間
の
費
用
は
ほ
ぼ
二

O
O万
円

ず
つ
で
あ
る
。

触媒研究所

〔
研
究
補
助
組
織
〕

研
究
は
研
究
者
の
み
の
実
験
に
よ
っ
て
進
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
触
媒
研
究
所
の
場
合
で
い
え
ば
、

液
体
窒
素
が
毎
日
必
要
量
製
造
さ
れ
な
い
と
実
験
は
ス
ト
ッ
プ
す
る
。
硝
子
工
場
が
、
実
験
が
終
了
す
る
ま
で
の
こ
、
三
年
か
ら
数
年
の

間
超
高
真
空
を
保
ち
う
る
装
置
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
精
度
の
高
い
実
験
は
不
可
能
に
な
る
。
実
験
室
に
お
い
て
も
多

く
の
測
定
器
具
を
つ
け
た
実
験
装
置
を
一
定
条
件
で
動
か
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、

ま
た
実
験
途
中
で
の
派
生
的
な
測
定
な
ど
が
必
要
に
な

る
な
ど
の
こ
と
も
多
い
。
実
験
補
助
者
の
研
究
へ
の
寄
与
は
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
実
験
結
果
の
整
理
、
分
析
の
た
め
に
は
多
く
の
計

算
が
必
要
に
な
る
し
、
論
文
作
製
の
段
階
で
は
、
製
図
、

タ
イ
プ
は
欠
か
せ
な
い
。

研
究
室
で
の
研
究
補
助
員
数
は
、
定
員
削
減
前
の
一
九
六
玉
年
に
は
六
、

七
名
は
確
保
で
き
た
が
、
現
在
で
は
三
名
に
減
っ
て
い
る
。

ま
た
製
図
、
論
文
(
英
文
)
の
タ
イ
プ
清
打
、

電
子
計
算
機
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

英
文
紀
要
編
集
の
補
助
者
な
ど
は
合
わ
せ
て
四
名

で
、
所
長
秘
書
を
含
め
て
計
八
名
で
あ
る
。

元
シ
ェ
ル
研
究
所
の
研
究
員
で
、
現
在
ピ
ツ
ツ
パ
!
グ
大
学
教
授
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
博
士
は
、

一
九
七
一
年
か
ら
七
二
年
に
か
け
て
触
媒



研
究
所
に
一
年
半
に
わ
た
り
滞
在
し
、

そ
の
間
十
数
篇
の
論
文
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
研
究
補
助
が
優
秀
で
能
率
的
な
こ
と
に
感
嘆

し
て
い
た
。

一
九
七
四
年
の
京
都
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
た
第
二
回
国
体
表
面
国
際
会
議
、

一
九
七
六
年
の
帯
広
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
の
固
体
表
面

を
主
題
に
し
た
茅
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
、

一
九
七
四
年
の
日
ソ
電
気
化
学
札
幌
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
、
触
媒
研
究
所
が
中
心
に
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
会
議
で
は
、
研
究
補
助
者
の
優
れ
た
事
務
能
力
な
し
に
は
成
功
は
期
待
で
き
な
か
っ
た

一
九
七
三
年
の
日
ソ
触
媒
札
幌
セ
ミ
ナ
ー
、

で
あ
ろ
う
。

触媒研究所の概要

財
政
(
予
算
)
関
係

〔
予
算
・
決
算
〕

一
九
七
七
年
度
の
予
算
は
、
人
件
費
二
億
六
九
O
万
九
O
O
O円
、
物
件
費
は
、
経
常
費

(
校
費
)
五
六
五
五
万
五

O
O
O円
と
特
別
設
備
費
(
電
子
分
光
装
置
購
入
費
)
三
ニ

O
O
万
円
で
、
計
八
八
五

五
万
五

O
O
O円
、
人
件
費
を
含
め
て
計
二
億
九
四
九
六
万
四

0
0
0円
、
す
な
わ
ち
ほ
ぼ
三
億
円
で
あ
る
。

同
年
度
の
決
算
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
研
究
所
全
体
の
共
通
経
費
の
内
訳
は
、
電
気
料
二
九
二
万
二

O
O
O円
、
ガ
ス
料
六
八

3 

万
八

O
O
O円
、
電
話
料
九
六
万
六

0
0
0円
、
通
信
費
七
九
八
万
円
、
下
水
道
費
一
七
七
六
万
円
、
給
水
負
担
金
(
理
学
部
の
井
戸
水
使

用
)
三
三
万
円
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
共
通
経
費
と
い
っ
て
も
九

O
%以
上
は
研
究
実
験
・
研
究
連
絡
・
論
文
別
刷
・
英
文
紀
要
の
外
国
へ

の
送
料
な
ど
で
あ
る
(
下
水
道
料
は
二
、
三
年
後
に
は
三

O
O万
円
前
後
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
)
。
暖
房
費
、
建
物
維
持
費
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
保

持
費
等
の
計
は
二

O
O万
円
で
、
純
事
務
経
費
は
二

O
O万
円
に
満
た
ず
、
共
通
経
費
の
全
額
は
一
二

O
四
万
七
玉
四
一
円
で
あ
る
。

共
通
研
究
費
は
次
。
へ

I
ジ
の
表
に
示
す
。
図
書
関
係
が
玉

O
O万
円
近
い
。
そ
の
他
は
空
調
費
、
酸
素
購
入
費
、
諸
共
通
機
器
の
保
持

費
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
各
部
門
研
究
費
は
各
部
門
で
の
研
究
に
使
う
も
の
で
、

一
部
門
当
た
り
四
五

O
万
円
、

一
研
究
者
当
た
り
一

0
0

I269 

万
円
少
々
で
あ
る
。

以
上
は
経
常
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ほ
か
一
九
七
七
年
度
に
は
特
別
設
備
費
と
し
て
電
子
分
光
装
置

(
E
S
C
A
)
購
入
の
費
用
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1977年度研究費

触媒研究所

額(円)

14，037，826 

4，939，876 

2，497，138 
2，022，921 

1，972，006 

2，605，885 
26，969，633 

32，000，000 

6，400，000 

が
計
上
さ
れ
、

ま
た
科
学
研
究
費
と
し
て
は
一
九
七
七
年
度
は
六
四

O
万
円
で
あ
っ

金目費

共通研究l図書費出版費
ガラス工場

液体窒素

その他

各部門研究費

特別設備費
(ESCA購入費)

た
。
こ
れ
ら
は
年
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
。
共
通
経
費
、
共
通
研
究
費
と
各
部

門
研
究
費
、
特
別
研
究
費
の
合
計
が
初
め
に
述
べ
た
一
九
七
七
年
度
の
物
件
費
で
あ

る。

費

次
に
簡
単
に
こ
の
一
五
年
間
の
予
算
の
伸
び
を
見
て
み
る
。

一
九
六
二
、
六

費

究

七
、
七
二
、

七
七
年
度
の
人
件
費
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
九
八
万
五

0
0
0円、

四
六
三

学研

三
万
三

0
0
0円
、
九
四

O
三
万
一
ニ

0
0
0円
、
及
び
二
億
六
九

O
万
九

0
0
0円

で
あ
り
、

一
九
六
二
年
度
は
二

0
0
0万
円
た
ら
ず
だ
っ
た
も
の
が
一
五
年
間
で
ニ

科

億
円
と
一

O
倍
以
上
に
伸
び
て
い
る
。
石
油
シ
ヨ
ツ
タ
を
は
さ
ん
で
い
る
一
九
七
二

年
度
と
一
九
七
七
年
度
の
比
は
ニ
・
二
倍
で
あ
る
。
こ
れ
に
較
べ
て
経
常
的
物
件
費
は
そ
れ
ぞ
れ
の
年
度
で
三
四
三
七
万
四

0
0
0円、

五
六
五
五
万
五

0
0
0円
で
、

一
五
年
間
で
二
倍
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

三
七
七
五
万
玉

0
0
0円
、
三
九
七
三
万
六

0
0
0円、

一
方
で
は
設
備
の
と
こ
ろ
で
述
べ
る
よ
う
に
研
究
の
進
歩
と
と
も
に
必
要
な
実
験
器
具
は
非
常
に
多
種
多
様
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
研

究
予
算
が
い
か
に
苦
し
く
な
っ
て
い
る
か
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
先
述
の
科
学
研
究
費
は
申
請
し
た
特
定
の
研
究
に
使
用
す
る
も

〔
設
備
〕

の
で
、
校
費
の
補
助
に
は
な
ら
な
い
。

現
在
の
設
備
の
主
な
も
の
を
挙
げ
る
と
、
質
量
分
析
計
一
一
台
(
総
計
約
四

0
0
0万円)、

X
線
回
折
装
置
(
一

0
0
0万円)、

低
速
電
子
線
回
折
装
置
(
五
五
O
万
円
)
、
磁
気
共
鳴
装
置
(
一
七
O
O万
円
)
、
電
子
ス
ピ
ン
共
鳴
装
置
(
五
五
O
万
円
)
、
光
電
子
分
光
装
置

(三ニ

O
O万円)、

電
子
計
算
機
三
二

O
O万
円
)
な
ど
で
あ
る
。
設
置
要
求
書
に
概
算
要
求
さ
れ
て
い
た
機
械
費
に
出
て
い
る
も
の

た
と
え
ば
重
水
素
を
ト
レ
ー
サ
ー
と
し

は
、
電
子
顕
微
鏡
、
電
子
線
回
折
装
置
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
実
験
装
置
が
著
し
く
発
達
し
、



て
使
う
実
験
で
は
重
水
素
の
分
析
に
当
時
は
浮
秤
の
比
重
計
を
使
っ
て
い
た
の
が
、
現
在
で
は
質
量
分
析
計
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は

精
度
も
極
端
に
高
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
不
純
物
の
微
量
分
析
も
同
時
に
で
き
、

は
る
か
に
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
。
真
空
装
置

に
し
て
も
真
空
度
が
四
桁
も
高
く
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
真
空
ポ
ン
プ
、
真
空
計
な
ど
は
触
媒
研
究
所
発
足
当
時
と
較
べ
て
、
隔
世
の
感

が
あ
る
。
微
量
分
析
の
手
段
も
質
量
分
析
計
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
、

オ
l
ジ
ェ
電
子
分
光
装
置
等
昔
と
は
格
段
の
差
異
の
あ
る
精
度

の
高
い
も
の
で
あ
る
。

管
理
・
運
営

触
媒
研
究
所
の
発
足
は
一
九
四
三
年
(
昭
和
一
八
)

一
月
で
あ
る
が
、
所
員
会
議
、
所
長
選
挙
の
内
規
の
制
定
さ
れ
た

の
は
終
戦
の
翌
年
の
一
九
四
六
年
八
月
及
び
一
九
四
八
年
二
月
で
あ
る
。

触媒研究所の概要

終
戦
の
年
一
九
四
五
年
十
月
に
今
総
長
が
辞
任
し
、
伊
藤
誠
哉
が
総
長
に
就
任
し
た
。

い
て
全
国
総
長
会
議
の
報
告
を
し
、
「
従
前
、
総
合
大
学
が
真
に
そ
の
総
合
性
を
発
揮
し
得
な
か
っ
た
の
は
遺
憾
で
あ
る
。
今
後
は
そ
れ

一
九
四
六
年
二
月
に
伊
藤
総
長
は
評
議
会
に
お

を
充
分
に
発
揚
し
て
民
主
主
義
の
真
髄
を
学
生
に
伝
う
る
処
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
教
授
会
も
学
内
行
政
機
関
た
る
に
あ
ら
ず
。
真
の
教

育
の
本
質
に
つ
い
て
論
議
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
:
:
:
各
大
学
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
批
判
に
徹
し
て
、
自
ら
の
歩
む
道
を
啓
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」

3 

と
述
べ
た
(
『
北
海
道
大
学
創
基
八
十
年
史
』
、
一
九
七
ペ
ー
ジ
)
。
同
年
三
月
に
は
第
一
次
ア
メ
リ
カ
教
育
使
節
団
報
告
書
が
出
さ
れ
、

は
教
育
顧
問
ケ
リ
l
博
士
が
来
日
し
、
日
本
の
科
学
研
究
体
制
の
推
進
を
援
助
し
た
。
こ
の
前
後
よ
り
、
農
学
部
川
口
栄
作
教
授
を
中
心

七
月
に

と
し
た
「
大
学
制
度
研
究
会
」
、
理
学
部
松
浦
一
教
授
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
、
同
学
部
堀
内
教
授
を
中
心
と
す
る
「
大
学
の
在
り
方

研
究
会
」
が
各
独
自
に
活
動
を
始
め
た
。
そ
の
翌
年
に
は
、
応
用
電
気
研
究
所
の
今
堀
教
授
を
中
心
と
し
て
、
民
主
主
義
科
山
主
官
協
会
北

大
支
部
が
結
成
さ
れ
、
大
学
問
題
、
研
究
体
制
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

1271 

こ
の
よ
う
な
動
向
の
な
か
か
ら
運
営
内
規
は
一
九
四
六
年
八
月
に
制
定
さ
れ
、

一
九
四
八
年
二
月
に
は
人
事
内
規
が
定
め
ら
れ
た
。
次

に
掲
げ
る
。
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運
営
内
規
(
昭
和
一
二
年
八
月
制
定
、
昭
和
二
三
年
二
月
二
十
日
改
制
)

第
一
条
触
媒
研
究
所
運
営
の
た
め
次
の
会
議
を
設
置
す
る
。

-
部
門
主
任
会
議

2

所
員
会
議

第
二
条
各
会
議
の
構
成
次
の
如
し
。

-
部
門
主
任
会
議
所
長
及
び
部
門
主
任
を
似
て
構
成
す
。

2

所
員
会
議
所
長
会
議
の
構
成
員
は
文
部
教
官
、
文
部
事
務
官
専
任
研
究
嘱
託
及
び
所
長
の
必
要
と
認
め
た
る
も
の
と
す
る
。
所
員
会
議
は

構
成
員
の
三
分
の
二
以
上
の
出
席
を
以
て
成
立
す
る
。

第
三
条
各
会
議
の
機
能
次
の
如
し
。

部
門
主
任
会
議
人
事
・
予
算
其
の
他
重
要
な
る
事
項
を
審
議
す
る
。

所
員
会
議

所
員
会
議
は
次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

イ
所
長
諮
問
事
項

ロ
会
議
構
成
員
の
四
分
の
一
以
上
の
提
案
あ
り
た
る
事
項

各
会
議
は
所
長
(
又
は
代
理
)
之
を
召
集
し
議
長
(
又
は
代
理
)
と
な
る
。

1 

触媒研究所

2 
第
四
条

1 

人
事
に
関
す
る
内
規
(
昭
和
二
三
年
二
月
二
十
一
日
決
定
)

所

長

所
長
候
補
者
を
次
の
方
法
に
よ
っ
て
決
定
し
之
を
上
申
す
る
。

所
員
は
所
長
選
挙
会
を
召
集
し
単
記
無
記
名
投
票
に
よ
っ
て
第
一
次
候
補
者
二
名
を
選
出
す
。
但
し
選
、
挙
会
の
構
成
員
は
所
員
会
議
の
と
同

じ。部
門
主
任
会
議
は
第
一
次
候
補
者
よ
り
一
名
を
審
議
決
定
す
る
。



2 

所
長
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。

但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

部
門
主
任

部
門
主
任
は
所
長
之
を
命
ず
る
。

教
授
・
助
教
授

教
授
・
助
教
授
の
推
薦
は
下
記
方
法
に
よ
る
。

-
部
門
主
任
会
議
に
於
て
候
補
者
を
推
薦
す
る
。

2

共
の
候
補
者
に
つ
い
て
詮
衡
委
員
会
を
つ
く
り
適
否
を
諮
る
。

詮
衡
委
員
会
は
教
授
・
助
教
授
に
そ
れ
以
外
の
所
員
同
数
を
加
え
た
も
の
を
以
て
構
成
す
る
。
教
授
・
助
教
授
以
外
の
詮
衡
委
員
は
所
員
会
一
議

に
於
て
選
挙
を
以
て
定
め
る
。

其
の
他

共
の
他
の
文
部
教
官
並
び
に
研
究
嘱
託
の
人
事
は
部
門
主
任
会
議
に
於
て
定
め
る
。

3 4 

触媒研究所の概要

3 5 

3 

部
門
主
任
会
議
は
教
授
及
び
部
門
担
当
の
助
教
授
よ
り
構
成
さ
れ
学
部
の
教
授
会
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。
所
員
会
議
は
そ
の
枠
を
広

げ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
大
学
で
教
授
会
の
構
成
を
助
教
授
、
あ
る
い
は
助
手
ま
で
広
げ
る
気
運
の
高
ま
っ
て
き
た
時
で
あ
っ

た
。
と
く
に
触
媒
研
究
所
の
よ
う
な
小
規
模
の
研
究
所
で
、
当
時
は
四
部
門
、
現
在
で
も
六
部
門
の
と
こ
ろ
で
は
、
助
手
ま
で
含
め
た
所

員
会
議
の
方
が
は
る
か
に
研
究
所
の
管
理
運
営
に
は
適
し
て
い
る
こ
と
が
明
瞭
に
な
っ
て
き
た
。
大
き
な
学
部
で
は
教
授
会
の
構
成
員
は

教
授
だ
け
、
あ
る
い
は
教
授
・
助
教
授
で
あ
る
が
、
学
部
内
各
学
科
で
は
助
手
ま
で
を
含
め
た
教
官
会
議
が
教
室
の
運
営
に
あ
ず
か
る
よ

う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
。
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一
九
四
九
年
(
昭
和
二
四
)

一
月
に
は
、
教
育
公
務
員
特
例
法
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
年
に
米
ソ
聞
の
緊
張
の
急
速
な
た
か
ま
り
の
た

め
、
占
領
政
策
は
教
育
研
究
面
で
も
一
八

O
度
の
方
向
転
換
を
し
、
国
家
主
義
・
軍
国
主
義
の
教
員
の
追
放
(
ホ
ワ
イ
ト
・
パ
l
ジ
)
は
、
実



質
的
に
た
な
上
げ
さ
れ
、
反
共
・
愛
国
・
防
衛
と
い
う
た
意
識
の
育
成
が
教
育
界
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
よ
り
、
大
学

1274 

法
試
案
あ
る
い
は
国
立
大
学
管
理
法
案
が
大
学
人
の
み
で
な
く
広
く
論
議
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
在
ま
で
続
い
て

い
る
問
題
で
あ
る
。

管
理
運
営
、
所
長
候
補
者
選
出
の
内
規
が
改
訂
容
れ
た
の
は
一
九
七
七
年
(
昭
和
玉
二
)

一
月
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
、
部
門
主
任
会

議
を
廃
止
し
、
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
助
手
の
教
官
の
み
に
よ
る
所
員
会
議
と
し
、
所
長
候
補
者
の
選
挙
は
、
第
一
次
は
所
員
会
議
に

お
い
て
二
名
の
候
補
者
を
選
出
し
、
第
二
次
は
全
職
員
に
よ
り
一
名
を
選
出
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
最
終
的
に
は
「
こ
の
選
挙
結
果

に
基
づ
き
」
所
員
会
議
に
お
い
て
候
補
者
を
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
規
程
は
実
質
的
に
は
十
数
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、

一
九
七
七
年
三
月
に
所
長
候
補
者
に
松
田
教
授
が
選
出

触媒研究所

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
「
こ
の
選
挙
結
果
を
参
考
」
に
す
る
の
で
な
け
れ
ば
文
部
省
が
拒
否
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
大
学
と
し
て

は
文
部
省
に
上
申
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
松
田
教
授
は
「
所
長
事
務
取
扱
」
と
し
て
発
令
さ
れ
た
。

大
学
院
教
育

触
媒
研
究
所
の
六
部
門
に
は
、
大
学
院
博
士
課
程
の
予
算
定
員
が
あ
り
、

一
部
門
あ
た
り
玉
名
、
計
三

O
名
で
、
内
訳

は
博
士
課
程
前
期
(
以
前
の
修
士
課
程
)
が
一
一
一
名
、
博
士
課
程
後
期
(
以
前
の
博
士
課
程
)
が
一
八
名
で
あ
る
。
全
部

門
と
も
理
学
研
究
科
化
学
専
攻
に
属
す
る
。
実
質
は
数
名
の
研
究
生
を
含
め
て
毎
年
ほ
ぼ
一
玉
名
か
ら
二

O
名
と
な
っ
て
い
る
。
入
学
試

験
は
前
期
、
後
期
と
も
化
学
専
攻
、
化
学
第
二
専
攻
と
共
通
の
試
験
を
し
、

そ
の
合
格
者
か
ら
希
望
者
が
触
媒
研
究
所
で
大
学
院
課
程
を

修
め
る
た
て
ま
え
で
あ
る
。

研
究
所
に
と
っ
て
大
学
院
教
育
は
単
に
後
継
者
の
養
成
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
研
究
の
手
伝
い
で
な
い
こ
と
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
。
若
い
、
研
究
者
を
志
す
学
生
と
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
研
究
所
の
研
究
を
常
に
刺
激
し
、
研
究
が
固
定
化
す
る

の
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
研
究
所
全
体
の
研
究
を
有
形
、
無
形
に
進
展
さ
せ
る
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
る
。
研
究
所
と
し
て
も
大
学
院
生
を



小
さ
な
研
究
の
枠
に
閉
じ
込
め
る
の
で
は
な
く
、
関
心
の
あ
る
分
野
に
お
い
て
創
造
的
な
仕
事
の
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い

る。
新
制
の
大
学
院
で
初
め
て
の
修
士
課
程
修
了
生
が
出
た
の
は
一
九
五
五
年
(
昭
和
三
O
)
で
あ
る
が
、

一
九
七
八
年
三
月
ま
で
の
二
三

年
聞
に
修
士
を
終
え
た
も
の
は
玉

O
名
、
課
程
博
士
号
取
得
者
は
八
名
で
あ
る
。
修
士
修
了
で
助
手
に
な
り
、
論
文
博
士
号
取
得
者
は
ほ

ぼ
同
数
で
あ
る
。

触媒研究所拡充期成会

四

触
媒
研
究
所
拡
充
期
成
会

研
究
所
の
建
物
は
、

一
九
六
一
二
、
六
四
年
度
に
わ
た
っ
て
完
成
を
見
た
。
低
温
科
学
研
究
所
、
理
学
部
な
ど
に
分
散
し
て
い
た
の
が
、

研
究
所
設
立
以
来
ニ

O
年
で
独
立
し
た
建
物
に
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
研
究
所
全
員
に
と
っ
て
大
き
な
希
望
を
も
た
せ
る
も

4 

の
で
あ
っ
た
。
急
速
な
研
究
の
進
歩
に
適
合
す
る
よ
う
な
建
物
を
得
て
、
研
究
の
い
っ
そ
う
の
発
展
を
期
す
る
た
め
、

一
九
六
二
年
(
昭

和
三
七
)
期
成
会
を
結
成
し
、
企
業
よ
り
募
金
し
、
実
験
設
備
の
充
実
を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
建
物
を
建
て
る
際
に
、
同
時
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
空
調
な
ど
を
設
備
し
な
い
と
あ
と
か
ら
で
は
む
だ
な
費
用
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
一
ニ
階
建
て
の

場
合
は
国
費
を
使
う
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
る
が
、
多
く
の
高
価
な
測
定
器
具
を
共
用
す
る
た
め
に
は
ぜ
ひ
必
要
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
趣
旨
か
ら
一
九
六
三
年
(
昭
和
三
八
)
に
期
成
会
は
動
き
出
し
、
住
友
化
学
の
吉
田
徹
郎
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
援
助
を
得
て
、

I27ラ

折
か
ら
「
鍋
底
景
気
」
の
不
況
時
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
八

O
O万
円
余
の
募
金
を
五
八
社
の
好
意
に
よ
り
得
る
こ
と
が
で

き
た
。
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(円)

18，050，000 

3，392，859 

21，442，859 

19，102，000 

1，680，000 

1，190，000 

2，680，000 

3，500，000 

3，300，00。
5，400，000 

1，352，000 

731，708 

918，540 

690，611 

21，442，859 

機器購入費

ノξッケージ型エアコン三基

メモスコープ

エレベーター

積算器

マス用ガスクロ装置

ミニコン用デジタルブロック、プロセス
入出力装置、メモリーユニット 2台他

共の他

学術交流費

旅費

その他

計

機
器
購
入
費
の
主
な
も
の
は
上
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

触媒研究所拡充期成会募金受入れ支出表

募金額

利子

計

支

出

五

研
究
内
容
の
概
略

受
入
れ

化
学
の
実
験
室
に
は
、
ガ
ス
・
水
道
の
つ
い
た
大
き
な
実
験

台
が
あ
り
、

そ
の
上
に
は
試
験
管
台
に
試
験
管
が
い
っ
ぱ
い
あ

り
、
ビ
ー
カ
ー
、

フ
ラ
ス
コ
、
蒸
発
皿
、
櫨
過
装
置
な
ど
が
見
ら

れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
し
触
媒
研
究
所
で
は
、
こ
の
よ
う

な
実
験
室
は
一
、
二
室
の
み
で
、
あ
と
は
ガ
ラ
ス
管
を
複
雑
に

つ
な
ぎ
合
わ
せ
、

イ
オ
ン
ポ
ン
プ
、
水
銀
拡
散
ポ
ン
プ
な
ど
が
普

通
の
真
空
ポ
ン
プ
に
接
続
さ
れ
て
い
る
の
が
基
本
型
に
な
っ
て
い

る
。
化
学
の
実
験
室
に
、
真
空
ポ
ン
プ
が
日
本
で
は
じ
め
て
持
ち

(
昭
和
一

O
)

一
月
に
北
大
理
学
部
に
赴
任
し
た
と
き
と
さ
れ
て
い
る
。
大
戦
前
の
日
本
で
は
真
空
に
対
す
る
技
術
や
科
学
が
遅
れ
て
お

込
ま
れ
た
の
は
、
堀
内
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
帰
り
、

一
九
三
玉
年

研
究
所
)
ら
は
、

り
、
理
学
研
究
所
仁
科
研
究
室
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
が
動
か
な
か
っ
た
一
つ
の
原
因
は
、
装
置
を
必
要
な
真
空
度
に
保
つ
こ
と
が
で
き
な

一
宮
虎
雄
博
士
(
戦
後
は
電
々
公
社
、
電
気
通
信

か
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
戦
後
、
仁
科
研
究
室
の
所
員
で
あ
っ
た
熊
谷
寛
夫
東
大
教
授
、

ぬ
か
ぎ
わ

真
空
の
科
学
や
技
術
の
発
展
の
た
め
尽
力
し
た
。
北
大
で
も
、
糠
沢
建
治
(
理
学
部
助
教
授
、

一
九
五
五
年
没
)
、

松
田
秋
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触媒研究所の実験室

ガラス管が複雑に「配線」され、真空ポγプ、反応ガス

溜め、反応器などがつながれている。

八
(
触
媒
研
)
が
中
心
に
な
り
、
「
真
空
の
研
究
会
」
を
定
期
的

に
も
ち
、
東
克
彦
が
電
々
公
社
の
通
信
研
究
所
一
宮
研
究
室
に

内
地
留
学
し
て
、
真
空
の
新
し
い
発
展
を
学
ん
で
き
た
。

現
在
は
、
真
空
装
置
は
ス
チ
ー
ル
製
の
も
の
が
多
く
な
り
つ

つ
あ
る
が
、
当
時
は
ガ
ラ
ス
が
主
体
で
あ
り
、
現
在
で
も
ガ
ラ

ス
な
し
に
は
す
ま
さ
れ
な
い
。

触
媒
研
究
所
の
研
究
内
容
は
設
置
要
求
書
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
国
体
表
面
を
触
媒
と
し
た
化
学
反
応
の
統
計
力

尚
子
・
量
子
力
学
に
基
づ
く
体
系
化
と
、
典
型
的
反
応
へ
の
適
用

で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
内
容
は
一
九
六

O
年
以
前
に
は

非
常
に
特
殊
な
、
あ
ま
り
に
も
基
礎
的
な
も
の
と
理
解
さ
れ
が

ち
で
あ
っ
た
が
、

そ
れ
は
触
媒
の
研
究
内
容
は
複
雑
で
、
試
行

錯
誤
が
い
わ
ば
普
通
の
研
究
方
法
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
現
在
で
は
、
固
体
表
面
科
学
の
発
達
と
相
ま
っ
て
、
触

媒
研
究
所
の
方
法
は
一
般
的
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
水
素
電
極

反
応
と
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
反
応
を
例
に
と
っ
て
、
簡
単
な
説
明

を
試
み
る
。
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水素電極反応図(a)

トmれ!
、
+ (-e)ー-i>H(a) (2)式+ H 

(3)式H(a) + H(a)ー-i> H2 

モ'0
C0Y 

水
素
ガ
ス

桧
電
極

+ H 

H十

ー-→診
、hi
-
-ャ
『

E
E
ノ

ロ

G

U

H

U

H

 

水
溶
液

骨
聞
も
ユ

J

H+ 

溶液中の水素イオンと電極の電子とから水素分子ができる過程

[2H++2(-e)ー→Hz (1)式]は図のような(2)、(3)式であらわせる

素過程を経て反応がすすむ。図の~は水素分子(品川、 H
(a)は吸着水素をあらわす。

水
素
電
極
反
応

水
素
電
極
反
応
と

は
、
水
の
電
気
分

解
で
負
の
電
極
す
な
わ
ち
陰
極
側
に
水

素
ガ
ス
が
発
生
す
る
反
応
で
あ
る
。
電

極
反
応
の
研
究
は
、

タ

l
フ
ェ
ル
が

九
O
五
年
に
次
の
法
則
を
発
見
し
た
こ

と
に
始
ま
る
。

水
の
電
気
分
解
に
お
い
て
水
素
の
発

生
す
る
陰
極
側
を
流
れ
る
電
流
は
発
生

水
素
の
量
に
比
例
す
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
が
、
電
流
密
度
-z
は
オ

l
ム

の
法
則
の
よ
う
に
過
電
圧
可
に
比
例
す

る
と
い
う
も
の
で
な
く
、
過
電
圧
か
ら

あ
る
量

a
を
ひ
い
た
も
の
を

(
G

は
電

極
に
用
い
た
物
質
や
そ
の
表
面
状
態
に
よ

り
変
わ
る
)
、
別
の
定
数
b

(物
質
に
よ

っ
て
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
)
で
割
っ
た

も
の
の
指
数
関
数
で
与
え
ら
れ
る
と
い



う
こ
と
で
あ
る
(
式
で
書
け
ば
?
問
者
(
4
l
b
¥
守
)
、
水
素
電
極
反
応
図
判
参
照
)
。
こ
の
電
流
は
溶
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
が
、
電
極
の
電
子
を
も

ら
っ
て
中
和
す
る
こ
と
に
よ
り
お
こ
る
の
で
、
電
極
で
の
反
応
の
速
さ
を
表
す
。
し
た
が
っ
て
こ
の
タ
l
フ
ェ
ル
の
法
則
は
、
水
素
発
生

の
途
中
で
お
こ
る
反
応
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
を
探
る
手
掛
り
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
法
則
を
原
子
論
的
立
場
か
ら
究
明
し

ょ
う
と
い
う
試
み
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
は
、

一
九
三

0
年
代
で
あ
り
、
堀
内
・
ポ
ラ
ニ

l
、
フ
ル
ム
キ
ン
が
重
水
素
を
ト
レ
ー
サ
ー
と

し
て
用
い
て
、
水
素
ガ
ス
中
の
水
素
分
子
と
電
解
質
溶
液
の
水
分
子
が
白
金
を
触
媒
と
し
て
お
互
い
の
水
素
原
子
を
交
換
す
る
こ
と
を
見

い
だ
し
た
。
こ
の
実
験
は
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、
水
素
や
水
が
白
金
表
面
で
分
解
し
吸
着
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
逆
も
お
き
る
こ
と
を

一
万
す
も
の
で
、
電
極
反
応
を
考
え
る
出
発
点
と
な
っ
た
。

研究内容の概略

水
を
電
気
分
解
し
て
水
素
を
発
生
さ
せ
る
と
い
う
過
程
は
、
溶
液
中
の
二
個
の
陽
子

r
と
電
極
金
属
中
の
二
個
の
電
子
制
が
結
合
し
て

一
個
の
水
素
分
子
九
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
過
程
を
電
極
表
面
で
の
一
つ
一
つ
の
段
階
に
分
け
て
考
え
る
と
、
ま
ず
一
つ
の
陽
子

(
水
素
原
子
イ
オ
ン
ま
た
は
水
素
イ
オ
ン
間
)
が
電
子
制
と
結
合
し
て
触
媒
表
面
に
原
子
と
し
て
吸
着
さ
れ
て
い
る
状
態
附
(a
は
包
8
円

E
の

頭
文
字
)
に
な
る
段
階
で
、
図
付
の
閉
式
で
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
ニ
つ
の
怖
が
触
媒
表
面
上
で
結
合
し
て
円
四
分
子
に
な
る
段
階
が
、
図
川
刊
の
凶
式
で
一
不
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
異
な
っ

I

J

B

A

W

 

た
道
筋
と
し
て
は
図

ωに
示
す
よ
う
に
与
が

rと
結
合
し
て
れ
と
な
り
、
こ
れ
が
電
子
と
結
合
し
て
水
素
分
子
と
な
り
、
気
相
に
出
て
い

H

H

 

く
過
程
で
あ
る
。
園
料

ωの
凶
、
問
、
凶
あ
る
い
は
聞
は
素
反
応
(
素
過
程
)
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ら
一
連
の
素
反
応
か
ら
、
全
過
程
の
反
応

凶
が
完
結
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
反
応
が
ど
の
道
筋
を
通
る
か
、
す
な
わ
ち
図
糾
の
凶
式
か
ら
凶
式
で
与
え
ら
れ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は

5 

図

ωの
凶
式
、
凶
式
か
ら
旧
式
で
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
が
第
一
の
問
題
で
あ
り
、

そ
の
道
筋
で
ど
の
素
反
応
が
最
も

I279 

起
こ
り
に
く
い
か
が
第
二
の
問
題
に
な
る
。
最
も
起
こ
り
に
く
い
段
階
で
全
体
の
速
さ
が
律
せ
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
段
階
を
律

速
段
階
と
呼
ん
で
い
る
。
律
速
段
階
を
も
っ
と
卑
近
に
た
と
え
れ
ば
、
数
人
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
行
く
場
合
、

そ
の
歩
行
の
速
さ
は
最
も
足
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水素電極反応図(b)

FZ「
モ?!D

句ヨb
OJ 

水
素
ガ
ス

一
陰
電
極

H+ 

+
 
H
 

、
、
nu 
uH (2)式+←e)ー→ H(a)H+ 

H(a) + H+ → H~(a) (4)式
+ H 

H~(a) 
(5)式H~(口)+←e)→ H2 

+ H 

水
溶
液

+ H 

吸着水素原子が多くない電極では H(a)と溶液中の水素イオン

(Hつが結合して((4)式)、吸着水素分子イオン(Hおとなり、それ
に金属電子がついて((5)式)水素分子になる経路も考えられる。

の
遅
い
人
に
よ
っ
て
決
ま
る
、
す
な
わ
ち

律
せ
ら
れ
る
。
別
の
例
で
は
、
汚
水
を
滴

過
装
置
を
通
し
て
浄
水
に
す
る
と
き
、

そ

の
汚
水
が
浄
化
さ
れ
る
速
さ
は
漉
過
層
を

通
る
速
さ
で
律
せ
ら
れ
る
た
ぐ
い
で
あ

る。
段
階
凶
が
律
速
段
階
で
あ
る
も
の
を
緩

放
電
機
構
と
呼
び
、
凶
、
同
の
道
筋
を
通

り
同
が
律
速
段
階
の
も
の
を
接
触
機
構

(
こ
の
と
き
は
糾
あ
る
い
は
同
は
助
よ

p
さ
ら

に
お
き
に
く
い
)
、

問
、
凶
、
同
の
道
筋
を

通
っ
て
附
が
律
速
段
階
の
も
の
を
電
気
化

学
機
構
と
呼
ん
で
い
る
。
ど
の
道
筋
を
通

り
、
ど
の
過
程
が
最
も
起
こ
り
に
く
い
か

を
は
っ
き
り
さ
せ
、
さ
ら
に
過
程
の
速
さ

ま
で
決
め
る
と
い
う
こ
と
が
主
要
課
題
に

な
る
。重

水
素
と
か
重
水
は
一
九
三
二
年
ユ

l



レ
イ
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
ら
の
も
つ
重
要
性
は
反
応
の
基
礎
研
究
に
役
だ
っ
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
爆
弾

に
関
連
し
て
も
、
各
国
で
競
っ
て
研
究
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
普
通
の
水
よ
り
も
重
水
の
方
が
電
気
分
解
さ
れ
難
い
こ
と
か
ら
、
重
水
を

電
気
分
解
に
よ
っ
て
濃
縮
す
る
と
い
う
研
究
も
盛
ん
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
で
ド
イ
ツ
が
一
九
三
九
年
電
撃
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
ノ

ル
ウ
ェ

l
を
攻
略
し
た
の
も
、
「
重
水
」
、
が
大
き
な
ネ
ラ
イ
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

電
気
分
解
の
ち
ょ
う
ど
逆
が
燃
料
電
池
で
あ
る
。
二
つ
の
電
極
を
図
に
示
す
よ
う
に
一
つ
は
水
素
ガ
ス
、

一
つ
は
酸
素
ガ
ス
に
接
す
る

よ
う
に
し
て
お
く
と
、
二
つ
の
電
極
の
聞
に
電
位
差
を
生
じ
、
二
つ
の
電
極
を
導
線
で
結
ぶ
と
電
流
が
流
れ
水
の
量
は
増
加
す
る
。
水
素

ガ
ス
、
酸
素
ガ
ス
は
直
接
化
合
さ
せ
れ
ば
高
熱
を
発
し
て
水
に
な
る
の
で
、
こ
の
過
程
は
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
燃
焼
に
よ
っ
て
熱
エ
ネ
ル

研究内容の概略

ギ
ー
に
転
換
し
、
さ
ら
に
熱
機
関
(
例
え
ば
タ
ー
ビ
ン
)
に
よ
っ
て
動
力
す
な
わ
ち
機
械
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
、

電
極
-

5 

燃料電池の原理図

燃料電池
B A 

電
極

1281 

電池をABにつなぐと酸素水素が発生

するが、電池をはずすと ABの聞に電

位差が生じ、 ABを導体でつなぐと電

気が流れ、たまっていた水素と酸素は

化合して水になる。

さ
ら
に
発
電
機
を
回

し
て
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
燃

料
電
池
は
化
学
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
転
換
す
る
の
で
、
途
中
の
む
だ
は
な
い
。
水
素
、
酸

素
の
燃
料
電
池
が
太
陽
電
池
と
と
も
に
人
工
衛
星
に
積

み
込
ま
れ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

メ
タ
ン

エ
タ
ン
な
ど
も
燃
料
電
池
に
よ
り
、
直
接
電
気
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
転
換
で
き
れ
ば
公
害
問
題
も
な
く
な
り
、

二E

ネ

ル
ギ
!
の
節
約
に
も
な
る
。

電
気
化
学
工
業
は
化
学
工
業
の
重
要
な
一
部
門
で
あ

る
が
、
基
礎
的
な
科
学
と
し
て
も
興
味
あ
る
分
野
で
、
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アンモニア合成反応図(a)

d 
水素ガス

受益

征三P
j(ア)式

，，-----.ー「
H(a) H (0 ) H (a) 

ぷ'/'/うφケ/'/，〆""""""" 
触媒

(7 )式H (a)十 H(a)

名ヨ予は水素分子、 H(a)は吸着水素

アンモニア合成反応図(b)

水
素
電
極
反
応
に
限
っ
て
も
こ
の
三
五
年
間
そ
の
研
究
が
深
ま
り
広
が
っ
て
い
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成

モ益
~歩

一一歩H2 

窒素ガス

4至P

e 
N(a) 

山

(8)式

N=Nは窒素分子(N2)、三本の横線は三重結
合を示す。

@亘P
L 

~ーー、

N(ロ N(a)

$y 

雫包b

一-=-N(口)+ N(a) N2 

水
素
添
加
反
応
、

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
場
合
も
、
基
本
的
考
え
方
は
電
極
反
応
と
同
様
で
あ
る
。
例
を
ア
ン
モ
ニ

ア
合
成
に
と
る
と
、
全
反
応
は
一
個
の
窒
素
分
子
と
三
個
の
水
素
分
子
か
ら
、
二
個
の
ア
ン
モ
ニ
ア
分
子
が
鉄
を

触
媒
と
し
て
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
一
連
の
素
反
応
と
し
て
水
素
分
汗
及
川
窒
素
分
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
触
媒
表
面
に
解
離
吸
着
す
る
段
階

‘

a
ι
!
a
i
 

(図刷、

ω)、
次
に
吸
着
し
た

ωと
ωが
表
面
を
動
き
回
り
な
が
ら
町
、
町
と
つ
ぎ
つ
ぎ
に
結
合
し
て
悶
に
な
り
気
相
に
出
て
行
く
段
階

N

H

N

N

:

 

(
図
付
)
と
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
水
素
電
極
反
応
の
場
合
と
異
な
り
道
筋
は
一
つ
で
あ
っ
て
、
ど
の
過
程
が
律
速
段
階
で
あ
り
、
各
素



反
応
の
速
さ
は
ど
の
く
ら
い
か
と
い
う
こ
と
、

一
重
結
合
に
な
り
、
ま
た
触
媒
を
変
え
た
場
合
に
ど
う
な
る
か
が
わ
か
れ
ば
よ
い
。
他
の
道
筋
と
し
て
は
三
重

a
 

あ
ま
っ
た
結
合
の
手
で
、
触
媒
に
吸
着
し
、
吸
着
水
素
と
結
合
し
、
最
後
に
は
払
か
ら

N
 

結
合
の
窒
素
分
子
が
二
重
、

個
の
ア
ン

今モ
まー
でア
L与

の~

例 Z
で、町」

なで
る

て
ι と

た r
H(~) t 
H2+(a)の

N(a)Z 

NH(a)る
及が
び、

NH2(a)実
な際
どに
はは
反こ
応の
のよ
途う
中な
に道
で筋
ての
く経
る路
もは
のな
でい
中ら
間し
体い
と。

般

呼
ば
れ
る

研究内容の概略5 1283 

吸

着

アンモエア合成反応図(c)

句通
@ 

@ 
モ益
OJ 

建ら4ヨP
必至P

句通

@R3) 
↑(11 )式

~一、
H(a) NH2(a) 
L一一一一」 一

N(a) 

(9)式

んど¥

( 9)式

(10)式

一ーヨシ

NH(a)十 H(a)

NH(a) 

一今 NH2(a)

H (a) + N(a) 

(11)式

1個の窒素分子と 3個の水素分子とから 2個のアンモニア

分子ができる全反応は [N2+3H2ー→2NH3 (め式]で与え

られる。

一一今 NH3 NH2(a) + H(a) 
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固
体
触
媒
の
場
合
の
中
間
体
は
、
吸
着
原
子
あ
る
い
は
分
子
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
吸
着
を
す
る
か
、

そ
の
吸
着
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ど
う
で
あ

る
か
、
吸
着
分
子
が
ど
の
程
度
自
由
に
表
面
を
動
き
回
れ
る
か
、
直
接
各
素
反
応
の
速
さ
と
か
、
全
過
程
の
素
反
応
構
成
に
影
響
を
も

っ
，
の
で
、
吸
着
の
研
究
と
い
う
こ
と
自
体
が
反
応
論
の
基
礎
に
な
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
・
吸
着
の
歴
史
的
意
義
に
も
一
言
触
れ
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
は
触
媒
反
応
の
基
礎
研
究
に
は
好
個
の
テ
l
マ
で
あ

る
が
、
歴
史
的
、
社
会
的
意
味
は
人
類
が
窒
素
肥
料
を
確
保
で
き
た
こ
と
に
あ
る
。
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
、

てず

ノレ

サ
ス
が
人
口
は
等
比
級
数
的
に
増
大
す
る
が
食
糧
は
等
差
級
数
的
に
し
か
増
産
で
き
な
い
こ
と
を
憂
え
、
警
告
し
た
。
食
糧
増
産
に
は
窒

素
肥
料
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
当
時
は
動
物
の
糞
尿
な
ど
の
、
天
然
肥
料
し
か
な
く
、
十
九
世
紀
末
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
無
尽
蔵
に
大
気
中
に
あ
る
窒
素
を
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
に
固
定
し
、
窒
素
肥
料
を
つ
く
る
方
法
に
対
し
懸
賞
金
が
賭
け
ら
れ
た
り
し

蝕媒研究所

た
。
「
空
中
窒
素
の
固
定
」
に
成
功
し
た
の
が
ハ

i
パ
ー
で
あ
る
こ
と
は
、

か
け
で
、
化
学
工
業
は
家
内
工
業
的
規
模
を
脱
し
て
重
化
学
工
業
へ
一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で
あ
る
。

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
が
き
っ

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
も
う
一
つ
の
歴
史
的
に
重
要
な
面
は
、
硝
酸
系
の
爆
薬
を
チ
リ
硝
石
に
頼
る
こ
と
な
く
ア
ン
モ
ニ
ア
か
ら
硝
酸
を

作
る
こ
と
に
よ
り
ど
こ
で
で
も
生
産
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
を
ド
イ
ツ
に
決
心
さ
せ
た
要
因
の
一
つ
に

tま

ハ
l
パ
I
の
空
中
窒
素
固
定
の
成
功
に
よ
り
爆
薬
を
自
国
内
で
製
造
で
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
科
学
の
成
果
は
常
に
「
両
刃
の

剣
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

吸
着
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
一
九
一
五
年
前
後
で
あ
る
。

タ
ン
グ
ス
テ
ン
線
の
白
熱
電
球
や
、

ラ
ジ
オ
用
の
二
極

管
、
三
極
管
が
急
速
に
発
展
し
始
め
た
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
が
、

ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

(
G
・
E
)
で
は
、
ラ
ン
グ
ミ
ュ
ア

ー
を
中
心
に
基
礎
か
ら
研
究
を
積
み
重
ね
て
、
白
熱
電
球
は
そ
れ
ま
で
真
空
に
し
た
た
め
タ
ン
グ
ス
テ
ン
蒸
気
に
よ
っ
て
曇
を
生
じ
て
い

た
の
を
、
窒
素
を
封
入
す
る
こ
と
に
よ
り
窒
素
が
タ
ン
グ
ス
テ
ン
上
に
吸
着
し
、
ガ
ラ
ス
球
の
曇
る
の
を
防
ぐ
こ
と
に
成
功
し
た
。
ま
た
、



ラ
ジ
オ
の
真
空
管
の
カ
ソ

i
ド
の
仕
事
関
数
を
小
さ
く
す
る
方
法
と
し
て
、

ア
ル
カ
リ
金
属
原
子
を
表
面
に
吸
着
さ
せ
る
な
ど
の
方
法
を

広
く
研
究
し
て
斯
界
を
大
き
く
リ
ー
ド
し
た
。

化
学
量
数

化
学
量
数
と
い
う
概
念
は
す
で
に
一
九
三
九
年
に
、
堀
内
・
生
島
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
、

一
つ
の
全
反
応
が
完

結
さ
れ
る
た
め
に
各
素
反
応
が
何
回
起
き
る
か
を
表
す
数
で
あ
る
。
電
極
反
応
の
場
合
、
川
の
反
応
、
す
な
わ
ち
ニ
個
の

配
が
金
属
電
子
を
も
ら
っ
て
一
個
の
水
素
分
子
に
な
る
と
き
に
は
、
水
素
電
極
反
応
図
糾
の
凶
の
過
程
は
二
回
、
水
素
電
極
反
応
図

ωの

問
、
凶
及
び
同
の
過
程
は
一
回
で
あ
る
。
ま
た
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
場
合
は
、

一
個
の
窒
素
分
子
と
三
個
の
水
素
分
子
か
ら
二
個
の
ア
ン

モ
ニ
ア
分
子
が
で
き
る
と
い
う
附
の
反
応
(
図
例
参
照
)
が
完
結
す
る
た
め
に
は
、
間
は
三
回
、
制
は
一
回
、
川
問
、
帥
及
び

ωは
そ
れ
ぞ
れ

研究内容の概略

二
回
で
あ
る
。

水
素
電
極
反
応
の
律
速
段
階
、

あ
る
い
は
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
律
速
段
階
を
決
定
す
る
た
め
に
、
同
位
元
素
を
つ
か
っ
て
未
知
の
律
速

段
階
の
化
学
量
数
を
測
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
白
金
を
電
極
に
し
た
と
き
の
水
素
電
極
反
応
に
つ
い
て
、
化
学
量
数
が
堀
内
・
生
島
に

5 

よ
り
一
で
あ
る
こ
と
が
測
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
白
金
電
極
上
で
は
律
速
段
階
が
聞
か
同
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
実
験
で
は
化
学
量
数
は
二
で
、
同
か
M
W
か
帥
が
律
速
段
階
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
同
位
元
素
の
測
定
方
法

が
確
立
し
て
き
て
い
る
の
で
、
化
学
量
数
を
測
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
触
媒
反
応
機
構
を
解
明
す
る
上
で
有
力
な
武
器
に

な
っ
て
い
る
。

128ラ

以
上
の
よ
う
な
基
礎
研
究
か
ら
生
ま
れ
、
実
際
に
工
場
で
用
い
ら
れ
た
触
媒
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
電
極

反
応
の
研
究
か
ら
、
水
素
は
ニ
ッ
ケ
ル
上
で
は
ん
悼
と
し
て
吸
着
す
る
が
、
白
金
で
は
仕
事
関
数
が
大
き

)

H

 

い
た
め
電
子
は
金
属
に
入
り
や
す
く
な
る
の
で
、
川
仰
の
外
に
ぬ
も
存
在
す
る
こ
と
が
結
論
さ
れ
た
。
ア
セ
チ
レ
ン
品
に
水
素
添
加
を
し

)

心

H

H

エ
チ
レ
ン
品
、
エ
タ
ン
酒
に
す
る
と
き
、
ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
エ
チ
レ
ン
を
つ
く
る
と
き
に
は
、
中
間
体
と
し
引
制
が
よ
く
、

mw

庁

F

n

a

セ
レ
ン
被
膜
ニ
ヴ
ケ
ル
触
媒

て、

エ
チ
レ
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九
戸
中
間
体
、
が
よ
い
。
ニ
ッ
ケ
ル
は
水
素
を
'
M
W

と
し
て
吸
着
す
る
か
ら
帥
の
エ
チ
レ
ン
か
ら
エ
タ
ン

H
 

を
作
る
時
の
よ
い
触
媒
で
あ
り
、
白
金
は

ω、
財
の
両
方
が
存
在
す
る
か
ら
、
ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
エ
タ
ン
を
作
る
の
に
よ
い
。
実
際
に
は

H

H

O

)

 

ア
セ
チ
レ
ン
か
ら
エ
チ
レ
ン
が
欲
し
い
の
で
、
セ
レ
ン
、
テ
ル
ル
の
よ
う
に
金
属
の
仕
事
関
数
を
ふ
や
し
て
、
却
を
安
定
化
し
、
か
っ

h

H

E

 

ニ
ッ
ケ
ル
に
被
覆
し
て
や
る
と
よ
い
で
あ
ろ
う
と
の
想
定
の
も
と
に
、
管
・
松
田
に
よ
り
実
験
さ
れ
て
、
セ
レ

ン
か
ら
エ
タ
ン
を
つ
く
る
と
き
に
は
、

の
邪
魔
を
す
る
も
の
を
、

ン
あ
る
い
は
テ
ル
ル
を
被
覆
し
た
ニ
ッ
ケ
ル
触
媒
が
優
秀
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
こ
れ
は
実
際
に
工
場
で
用
い
ら
れ
た
。

-'--
ノ¥

研
究
成
果

触媒研究所

前
節
で
述
べ
た
ご
と
く
、
触
媒
研
究
の
中
心
は
、
問
題
と
す
る
反
応
が
、

い
か
な
る
素
反
応
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
か
、
触
媒
表
面
に

で
き
る
中
間
体
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
反
応
経
路
を
追
う
た
め
に
、
水
素
、
炭
素
、
窒
索
、
酸
素
な
ど
の
同

位
元
素
を
ト
レ
ー
サ
ー
(
可
R
R
追
跡
者
あ
る
い
は
追
跡
標
識
)
と
し
て
用
い
た
り
、
反
応
条
件
を
急
に
変
え
て
過
渡
現
象
を
調
べ
る
と
か
、

中
間
体
を
調
べ
る
た
め
に
は
、
赤
外
吸
収
、
核
及
び
電
子
ス
ピ
ン
磁
気
共
鳴
、
電
界
電
子
放
射
顕
微
鏡
、

イ
オ
ン
顕
微
鏡
、
電
子
回
折
を

用
い
る
。
こ
れ
ら
の
実
験
結
果
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
理
論
も
重
要
で
あ
る
。
以
下
、

一
九
四
三
年
か
ら
一
九
六

O
年
こ
ろ
ま
で
の

研
究
成
果
の
概
略
を
紹
介
し
、

そ
れ
以
後
の
も
の
は
研
究
の
新
し
い
方
向
の
み
を
簡
単
に
述
べ
る
だ
け
に
す
る
。
な
お
同
じ
系
統
の
研
究

成
果
ご
と
に
ま
と
め
て
書
く
の
で
、

た
ず
さ
わ
っ
た
研
究
者
は
多
数
に
の
ぼ
る
た
め
氏
名
は
省
略
し
論
文
の
引
用
も
す
べ
て
省
略
し
た
。

精
細
は
英
文
・
和
文
の
『
触
媒
』
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
『
触
媒
』
以
外
に
発
表
さ
れ
た
論
文
リ
ス
ト
も
英
文
の
紀
要
『
J
R
I
C
』に

載
っ
て
い
る
。



一
九
四
三
年
か
ら

こ
の
時
期
の
研
究
の
第
一
は
、
堀
内
を
中
心
と
す
る
触
媒
反
応
の
統
計
力
学
的
理
論
で
あ
る
。
化
学
量
数
の
理
論

を
さ
ら
に
一
般
化
し
、
素
反
応
か
ら
、

い
か
に
全
反
応
が
構
成
さ
れ
る
か
。
素
反
応
あ
る
い
は
素
過
程
の
数
を

一
九
六

O
年
ま
で

s、
反
応
に
あ
ず
か
る
中
間
体
の
種
類
の
数
を
I
と
す
る
と
、

全
反
応
の
経
路
で
独
立
な
も
の
の
数
P
は
、
H
句

ー
~
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
、
素
過
程
に
律
速
段
階
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
化
学
量
数
を
測
定
す
る
場
合
、
初
期
に
は
、
平
衡
点
近
傍
で
し

か
測
定
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
が
一
般
化
さ
れ
た
こ
と
。
さ
ら
に
、

ト
レ
ー
サ
ー
と
し
て
、
重
水
素

(D)
や
ト
リ
チ
ワ

ム

(T)
を
用
い
る
と
、
質
量
が
二
倍
あ
る
い
は
三
倍
に
な
り
、
吸
着
水
素
な
ど
、
水
素
が
関
与
す
る
素
過
程
で
は
反
応
速
度
が
大
き
く
変

わ
り
う
る
。
水
の
電
気
分
解
で
重
水
素
が
濃
縮
さ
れ
る
こ
と
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
軽
い
水
素

(H)
の
方
が

重
い
水
素
よ
り
も
速
く
電
気
分
解
さ
れ
、
水
素
ガ
ス
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
同
位
体
効
果
を
正
し
く
考
慮
し
な
い
と
、

ト
レ

研究成果

ー
サ
ー
と
し
て
重
水
素
を
つ
か
っ
た
実
験
結
果
を
分
析
で
き
な
い
。

さ
ら
に
鉄
触
媒
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
反
応
の
実
験
は
、
こ
の
時
期
最
も
力
を
入
れ
た
研
究
の
一
つ
で
あ
り
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ボ
ツ
ク

6 

ホ

l
ベ
ン
と
の
論
争
も
あ
っ
た
。
ま
た
ア
ン
モ
ニ
ア
と
水
素
の
混
合
ガ
ス
が
、
鉄
触
媒
に
よ
り
分
解
さ
れ
る
過
程
の
構
造
論
的
研
究
も
行

わ
れ
た
。

ア
ン
モ
ニ
ア
の
合
成
、
分
解
反
応
は
、
新
し
い
実
験
方
法
に
よ
り
さ
ら
に
継
続
さ
れ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

オ
レ
フ
イ
ン
(
エ
チ
レ
ン
系
炭
化
水
素
)
の
金
属
触
媒
に
よ
る
水
素
化
(
水
素
添
加
)
反
応
も
、
比
較
的
初
期
か
ら
最
近
ま
で
克
明
に
理

論
・
実
験
両
側
面
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
問
題
で
あ
る
。
こ
の
反
応
に
は
反
応
速
度
が
最
も
速
く
な
る
最
適
温
度
が
あ
る
が
、
最
適
温
度

以
下
で
は
金
属
へ
の
水
素
吸
着
の
過
程
が
、
最
適
温
度
以
上
で
は
吸
着
し
た
ア
ル
キ
ル
の
水
素
化
の
過
程
が
律
速
段
階
で
あ
る
こ
と
が
明

快
に
示
さ
れ
、
堀
内
の
予
測
の
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

1287 

水
素
電
極
反
応
は
最
も
基
礎
的
な
研
究
で
あ
る
。

一
九
三

0
年
代
か
ら
現
在
ま
で
中
断
さ
れ
る
こ
と
な
く
研
究
が
継
続
さ
れ
た
の
は
、

ソ
連
の
電
気
化
学
研
究
所
と
触
媒
研
究
所
だ
け
で
あ
り
、
終
戦
の
こ
ろ
の
あ
る
年
に
は
、
『
ケ
ミ
カ
ル
・
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
』
に
要
旨
が



1288 

掲
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
触
媒
研
究
所
の
三
矢
の
研
究
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
電
極
反
応
に
お
け
る
難
し
い
問
題
は
、

再
現
性
の
あ
る
測
定
結
果
を
得
る
こ
と
で
あ
り
、
電
解
質
溶
液
や
電
極
の
純
度
の
高
い
も
の
が
要
求
さ
れ
る
と
と
も
に
、
全
測
定
を
真
空

の
中
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

は
じ
め
反
応
速
度
理
論
の
と
こ
ろ
で
も
述
べ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
同
位
元
素
ト
レ
ー
サ

ー
を
用
い
て
、
反
応
の
原
系
と
生
成
系
と
の
自
由
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
差
が
、

い
か
に
各
素
過
程
の
は
じ
め
と
終
わ
り
と
の
自
由
エ
ネ
ル
ギ

l
差
に
配
分
さ
れ
る
か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
著
し
く
反
応
の
解
析
が
進
ん
だ
。

酸
素
、
硫
黄
、

セ
レ
ン
、
テ
ル
ル
な
ど
の
陰
性
原
子
を
少
量
ニ
ッ
ケ
ル
表
面
に
被
覆
し
、
こ
れ
を
触
媒
に
す
る
と
ア
セ
チ
レ
ン
に
部
分

的
に
水
素
を
添
加
し
て
、

エ
チ
レ
ン
が
で
き
る
。
こ
の
触
媒
は
、
理
論
的
に
堀
内
に
よ
り
予
測
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

工
場
に
お
い
て

も
大
い
に
役
だ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
ど
の
よ
う
な
形
で
ニ
ッ
ケ
ル
表
面
が
陰
性
原
子
に
よ
り
被
覆
さ
れ
て
い
る
か
と
か
、
酸

触媒研究所

化
亜
鉛
、
酸
化
ク
ロ
ム
の
混
合
触
媒
の
構
造
や
、

ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
鉄
触
媒
の
反
応
中
の
構
造
変
化
が
、
電
子
顕
微
鏡
、

X
線
、
電
子

線
回
折
で
調
べ
ら
れ
た
。
装
置
も
皆
、
手
製
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

セ
レ
ン
な
ど
で
被
覆
さ
れ
た
ニ
ッ
ケ
ル
の
仕
事
関
数
が
、
期
待
ど
お
り
白
金
と
同
じ
く
ら
い
に
な
る
か
ど
う
か
、

ま
た
、
こ
れ

に
水
素
を
吸
着
さ
せ
る
と
、
町
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
も
、
水
素
吸
着
に
よ
る
仕
事
関
数
変
化
を
測
定
す
れ
ば
よ
い
。
仕
事
関
数
の
実

験
の
真
空
度
は
当
時
か
ト
l
ル
程
度
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
仕
事
は
最
も
先
駆
的
な
も
の
で
あ
り
、
同
様
の
測
定
を
し
た
、
ザ
ハ
ト
ラ
l

ーよ

は
、
自
分
の
結
果
に
自
信
が
も
て
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
触
媒
研
究
所
の
デ
l
タ
と
比
べ
て
、
比
較
的
よ
い
一
致
を
見
た
か
ら
だ
と

言
っ
て
い
た
。

こ
の
ほ
か
、
溶
液
の
均
一
系
触
媒
に
関
し
て
は
、
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
中
の
軽
水
素
と
重
水
素
と
の
交
換
反
応
、
青
酸
合
成
の
研
究
な
ど
が
、

後
の
酸
塩
基
触
媒
研
究
へ
の
足
掛
り
と
な
っ
た
。
青
酸
合
成
は
、

一
酸
化
炭
素
と
ア
ン
モ
ニ
ア
か
ら
ト
リ
ヤ
添
加
の
硫
酸
を
触
媒
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
、
堀
内
に
よ
り
そ
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、

い
ち
お
う
工
業
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
き
た
の
で
あ
る
が
、

た
ま
た
ま
ア



メ
リ
カ
で
少
し
効
率
の
よ
い
も
の
、
が
成
功
し
た
た
め
日
の
目
を
み
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

中
間
体
を
中
心
に
し
た
研
究
と
し
て
、
固
体
表
面
、
主
に
金
属
表
面
へ
の
水
素
な
ど
の
ガ
ス
の
吸
着
の
実
験
は
前
述
の
水
素
吸
着
に
よ

る
仕
事
関
数
変
化
の
み
で
な
く
、
吸
着
熱
な
ど
の
測
定
も
精
力
的
に
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
理
論
で
は
、
吸
着
原
子
聞
の
相
互
作
用
を
考
慮

し
て
、
統
計
力
、
学
的
に
水
素
の
金
属
表
面
へ
の
吸
着
が
論
ぜ
ら
れ
、
金
属
表
面
上
に
は
吸
着
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
異
な
る
吸
若
点
が
分
布
し
て

い
る
と
い
う
分
布
関
数
法
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
水
素
原
子
と
金
属
表
面
と
の
聞
に
は
、
強
い
吸
着
力
が
働
き
、
固
く
結
合
し
て
い

る
水
素
分
子
を
は
な
し
て
原
子
と
し
て
吸
若
し
、

い
ろ
い
ろ
の
触
媒
作
用
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
量
子
力
学
の
多
電
子
問
題
と
し
て
吸
着

力
に
つ
い
て
、
初
め
て
定
式
化
が
さ
れ
た
。

酵
素
触
媒
で
は
、
筋
肉
の
収
縮
に
関
す
る
研
究
は
反
応
速
度
論
的
な
取
り
扱
い
で
、
多
く
の
注
目
を
集
め
た
業
績
で
あ
る
。

研究成果

固
体
物
理
学
関
係
で
は
、
金
属
の
格
子
振
動
を
、
量
子
力
学
の
第
一
原
理
か
ら
論
ぜ
ら
れ
、

そ
れ
か
ら
導
か
れ
た
振
動
の
分
散
関
係

四
年
後
に
な
さ
れ
た
中
性
子
の
非
弾
性
散
乱
の
実
験
に
よ
っ
て
、

そ
の
正
し
さ
が
証
明
さ
れ
た
。

は
、
三
、

6 

一
九
六

O
年
が
ち
ょ
う
ど
触
媒
研
究
所
の
三
五
年
間
の
中
点
に
な
る
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
実
験
技
術
面

で
は
、
真
空
技
術
が
発
達
し
れ
ト
l
ル
ぐ
ら
い
ま
で
の
超
高
真
空
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
固
体
表

面
の
ご
く
微
量
の
不
純
物
原
子
も
検
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
を
は
じ
め
と
し
、
触
媒
科
学
や
固
体
表
面
科
学
に
有
用
な
新
し
い
手

一
九
六

O
年
か
ら
現
在
ま
で

段
、
装
置
が
数
多
く
出
現
し
、
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
三
章
の
実
験
設
備
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ

る。
急
速
な
進
歩
の
一
例
と
し
て
、

イ
オ
ン
顕
微
鏡
(
正
式
に
は
電
界
イ
オ
ン
放
射
顕
微
鏡
百
四

E
H
S
E
Q
g
g官
略
し
て
F
I
M
と
い
う
)
を

I289 

あ
げ
る
。
写
真
は
レ
ニ
ウ
ム
金
属
の
表
面
の

F
I
M
写
真
で
あ
る
が
、
白
い
ぽ
つ
ぽ
つ
は
レ
ニ
ウ
ム
原
子
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

イ
オ

ン
顕
微
鏡
で
は
直
接
原
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
吸
着
し
た
原
子
が
触
媒
表
面
上
を
動
き
回
り
、

ほ
か
の
吸
着
原
子
と
結
合
し
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て
、
出
て
行
く
と
い
っ
た
様
子
を
直
接
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け

レニウム金属表面の原子の配列

で
あ
り
、
暗
中
模
索
で
あ
っ
た
固
体
表
面
に
で
き
る
反
応
中
間
体

の
研
究
を
進
め
る
上
で
、
有
力
な
手
段
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
現
在
で
は
水
素
、
窒
素
、
酸
素
等
軽
い
原
子
は
ま
だ
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
電
界
放
射
顕
微
鏡

(
F
E
M
)
、
低
速

電
子
線
回
折

(
L
E
E
D
)
、
電
子
分
光
装
置
な
ど
多
く
の
斬
新
な

新
し
い
実
験
装
置
を
用
い
て
触
媒
反
応
の
研
究
を
進
め
よ
う
と
い

う
試
み
は
、
世
界
的
に
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
物
理
的
な
実
験
手
段
の
発
展
に
よ
り
、
研

っ
た
。

用
い
て
従
来
の
研
究
内
容
を
よ
り
精
細
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
従
来
よ
り
も
広
い
範
囲
の
研
究
が
可
能
に
な
り
、
研
究
も
活
発
に
な

究
所
に
お
け
る
研
究
も
、
新
し
い
、

よ
り
物
理
化
さ
れ
た
手
段
を

例
え
ば
重
水
素
を
ト
レ
ー
サ
ー
と
し
て
用
い
て
の
エ
チ
レ
ン
の
水
素
添
加
の
実
験
が
、
質
量
分
析
器
の
発
明
に
よ
り
大
き
く
発
展
し
た

の
も
前
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
最
初
の
質
量
分
析
器
は
研
究
所
で
の
手
製
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
精
度
の
よ
い
も
の
が
市
販
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
質
量
分
析
器
は
一
一
台
あ
り
、
大
き
な
研
究
成
果
が
得
ら
れ
た
。

水
素
電
極
反
応
も
非
常
に
速
い
化
学
変
化
も
追
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、

ア
ル
カ
リ
中
の
水
素
電
極
反
応
の
途
中
の

り
、
整
数
で
あ
る
べ
き
化
学
量
数
が
端
数
に
な
る
こ
と
も
示
さ
れ
た
。

過
程
に
お
い
て
ア
ル
カ
リ
金
属
イ
オ
ン
が
介
入
す
る
こ
と
も
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
ま
た
水
素
電
極
反
応
に
は
遅
い
律
速
段
階
が
二
つ
あ



独
立
の
反
応
経
路
が
二
つ
あ
る
よ
う
な
、
す
な
わ
ち
P
が
2
の
場
合
(
一
二
八
七
ペ
ー
ジ
)
も
組
織
的
な
研
究
が
さ
れ
て
い
る
。

F
E
M

に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
の
中
間
体
の
研
究
、
中
性
子
線
分
光
や
核
磁
気
共
鳴

(
N
M
R
)
を
用
い
て
の
吸
着
水
素
の
研
究
な
ど
は
世
界
に

先
が
け
て
触
媒
研
究
所
で
初
め
て
行
わ
れ
た
実
験
で
あ
る
。

最
近
の
一
五
年
間
の
成
果
を
紹
介
す
る
に
は
紙
面
が
足
り
な
い
の
で
、
英
文
の
紀
要
『
J
R
I
C』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

紀要『触媒』及び nRIC，!の刊行

紀
要
『
触
媒
』
及
び

七

『

J
R
I
C』

の
刊
行

触
媒
研
究
所
の
設
立
当
初
か
ら
、
敗
戦
後
の
数
年
間
は
、
住
宅
、
食
糧
、
石
炭
は
も
と
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
不
足
し
て
い
た
。
出

版
事
情
も
非
常
に
悪
く
、

そ
の
上
東
京
の
大
空
襲
で
す
べ
て
の
学
会
誌
の
刊
行
も
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

一
般
的
情
況
に
加
え
て
、
低
温
、
触
媒
両
研
究
所
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

一
九
四
五
年
十
月
五
日
か
ら
一
九
四
六
年
十
一
月
三
日
ま
で

の
一
年
一
カ
月
に
わ
た
る
進
駐
軍
の
接
収
の
た
め
、
実
験
も
ほ
と
ん
ど
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
情
に
お
か
れ
て
い
た
。

7 

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
触
媒
研
究
所
や
理
学
部
化
学
科
物
理
化
学
講
座
で
の
戦
中
戦
後
の
論
文
は
か
な
り
蓄
積
さ
れ
て
い
た
。
終

が
る
が
わ

戦
間
際
に
は
、
室
蘭
の
艦
砲
射
撃
、
軽
川
(
現
在
の
手
稲
)
、
根
室
な
ど
の
空
襲
も
あ
り
、

こ
れ
ら
の
論
文
は
、
地
下
に
埋
め
て
保
存
し
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

『触

終
戦
と
同
時
に
、
戦
中
よ
り
計
画
し
て
い
た
『
触
媒
』
を
北
隆
館
よ
り
発
刊
し
、
戦
中
か
ら
の
未
発
表
の
論
文
を
印

媒
6 

刷
公
表
し
た
。
学
会
誌
の
回
復
は
お
そ
く
、
や
っ
と
回
復
し
た
時
に
も
、
論
文
の
枚
数
制
限
等
の
た
め
発
表
の
機
会
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が
薄
い
の
を
解
決
し
よ
う
と
、
小
熊
所
長
、
堀
内
教
授
が
努
力
し
た
結
果
、
北
日
本
製
紙
(
現
王
子
製
紙
江
別
工
場
)
の
協
力
を
得
て
、

発
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刊
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
終
戦
の
年
の
十
月
に
は
第
一
輯
の
原
稿
を
印
刷
所
に
渡
し
、
翌
年
発
刊
を
見
る
に
至
っ
た
。
そ
の
当
時

は
、
用
紙
は
極
度
に
不
足
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
軍
需
工
場
(
王
子
航
空
機
製
作
所
)
に
転
換
さ
れ
て
い
た
北
日
本
製
紙
は
、

さ
い
わ
い

製
紙
機
械
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
さ
れ
ず
残
っ
て
い
た
の
で
、
比
較
的
早
く
紙
の
生
産
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
用
紙
は
厳
し

い
占
領
軍
の
統
制
下
に
あ
っ
た
が
、
当
時
の
斎
藤
孝
副
社
長
と
上
野
桂
助
部
長
(
現
芝
浦
工
大
大
学
院
教
授
)

の
尽
力
に
よ
っ
て
発
刊
、
が
可

能
に
な
っ
た
。

以
後
、

触
媒
懇
談
会
の
学
会
誌
『
触
媒
』

の
第
一
巻
第

一
九
五
九
年
(
昭
和
三
四
)
ま
で
に
第
一
六
輯
ま
で
刊
行
し
、

そ
れ
以
後
は
、

一
号
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
辺
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
次
章
に
述
べ
る
。
こ
の
間
、
所
員
の
研
究
論
文
の
ほ
か
、
他
大

学
か
ら
の
寄
稿
の
み
な
ら
ず
、

学
術
振
興
会
第
一
三
小
委
員
会
(
触
媒
研
究
)

の
講
演
記
録
を
は
じ
め
、

化
学
会
と
同
北
海
道
支
部
、
東

触媒研究所

京
支
部
、
関
西
支
部
な
ど
、
開
催
地
の
支
部
と
の
共
催
の
触
媒
化
学
討
論
会
の
記
事
や
、
予
稿
、
総
説
、
海
外
研
究
抄
録
な
ど
を
掲
載
し

て
き
た
。

第
一
輯
か
ら
第
六
輯
ま
で
は
触
媒
研
究
所
編
、
東
京
北
隆
館
発
刊
と
し
て
、
第
七
輯
か
ら
は
札
幌
文
栄
堂
印
刷
で
発
刊
さ
れ
て
き
た
。

北
隆
館
で
発
行
さ
れ
て
い
た
と
き
は
一
般
に
も
売
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
定
価
が
第
一
輯
が
二
五
円
、
第
三
輯
は
一

O
O円
、
第
五

輯
は
二

O
O円
と
な
り
、

イ
ン
フ
レ
の
ひ
ど
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
次
べ
l
ジ
の
表
に
、
第
一
輯
か
ら
第
一
六
輯
の
全
ベ

l
ジ

数
、
原
著
数
、

そ
の
他
を
あ
げ
て
お
い
た
。

『

J
R
I
C』

和
文
の
『
触
媒
』
に
つ
づ
い
て
英
文
の
紀
要
守
口

E
包

忠

則

2
0
R岳
『
由
民

Z
S
F吋
わ
丘
町
巳
可
回
目
的
(
略
し
て
『
J
R

I
C
』
)
が
発
刊
さ
れ
た
の
は
一
九
四
八
年
十
一
月
で
あ
る
。
和
文
に
比
べ
英
文
の
刊
行
は
、
戦
争
中
は
英
語
が
敵
性

国
語
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
英
語
教
育
も
皆
無
に
近
か
っ
た
た
め
数
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
、
活
字
か
ら
植
字
工
ま
で
す
べ
て
振
り
出
し

に
も
ど
っ
て
の
印
刷
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
は
、
数
式
や
そ
れ
に
使
わ
れ
る
特
殊
な
文
字
(
主
に
ド
イ
ツ
文
字
、
ギ
リ
シ
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『触媒』の推移(第 1~16 輯)

1 1946.10 111 14 25円

2 1947 144 2 1 

3 1948. 1 146 13 1 1 100円

4 1948.12 85 6 l 150円

5 1949. 2 100 5 1 200円

6 1950. 2 85 6 2 10 200円

7 1951. 2 140 15 l 10 

8 1952. 3 90 6 9 第1回 13 

9 1953. 3 83 6 13 

10 1954. 3 82 9 第2回 11 

11 1955. 3 61 4 第3回 21 

12 1955.12 195 第4回 26 

13 1956. 6 199 4 5 

14 1957. 2 122 2 (4) 
第事5 固 2C 

15 1958 123 4 3 
6・8回回刷は記/¥ 事:

16 1959. 3 97 3 10 

振!触媒討論ム 1
1記事講演豪!定価l海外研i学

究抄録数丙均]総輯[主五五司頁

ア
文
字
)
、
文
字
の
添
字
な
ど
で
、
印
刷
を
引
き
受
け
た
札
幌
文
栄

堂
の
苦
労
も
な
み
た
い
で
い
で
は
な
か
っ
た
。

現
在
は
第
二
六
巻
が
発
行
中
で
あ
る
。

一
つ
の
巻
は
三
号
か
ら

な
り
、
初
期
を
除
い
て
定
期
的
に
刊
行
さ
れ
、
第
二
五
巻
ま
で
で
総

ペ
ー
ジ
数
は
六

0
0
0ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
論
文
は
所
員
の
も
の
が

主
で
あ
る
が
、
所
外
か
ら
も
圏
内
・
国
外
か
ら
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。

次
ベ

l
ジ
の
表
に
そ
の
内
訳
を
掲
げ
る
。
内
容
は
化
学
反
応
の
速

度
論
を
含
む
触
媒
関
係
、
電
気
化
学
特
に
電
極
反
応
関
係
、
吸
着

や
固
体
表
面
関
係
か
ら
固
体
物
理
、
原
子
・
分
子
論
の
理
論
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
第
一
六
号
第
一
巻
は
触
媒
研
究
所
設
置

二
十
五
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、
外
国
か
ら
の
寄
稿
二
五
編
、

国
内
か
ら
九
編
で
、
総
ペ
ー
ジ
数
は
玉
二
三
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

現
在
、
所
員
の
論
文
は
、
英
文
の
紀
要
以
外
の
国
内
外
の
学
会

誌
な
ど
に
も
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
文
数
は
四

O
O編
ほ
ど

で
紀
要
に
発
表
さ
れ
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
る
。
た
だ
し
紀
要

以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
発
表
せ
ず
、
他
の
学
会
誌
な
ど
に
は
依
頼
あ

る
い
は
招
待
さ
れ
た
場
合
の
み
寄
稿
す
る
人
か
ら
、
紀
要
に
は
ほ

と
ん
ど
寄
稿
し
な
い
で
国
内
外
の
学
会
誌
に
の
み
投
稿
し
て
い
る
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触媒研究所

IFJRIC~ 論文(投稿)数 (Vol. l~25)

論文数 外国からの投稿数

Ordinary IN附&Review Ordinary I尚時匙view
7 O O O 

7 O O O 

11 O 2 1 

17 4 。 。
10 。 。 O 

20 2 3 O 

20 3 1 O 

20 3 2 1 

16 O 3 O 

16 1 1 1 

15 O 。 O 

12 1 。 O 

16 2 2 1 

16 1 3 O 

17 3 3 1 

41 1 33 1 

10 5 3 2 

15 。 4 O 

11 5 4 1 

14 l 9 O 

11 3 7 O 

16 5 10 2 

14 4 3 。
9 5 4 3 

12 6 5 3 

空」373 102 

428 119 

百ら外の投(国稿内数) か

。
。
。
。
。
。
。
。
1 。
。
。
3 

1 

2 

5 。
4 

4 。
。
。
1 

2 

4 

27 

合計 574

1-294 



所
員
も
い
る
わ
け
で
、
ど
こ
で
発
表
す
る
か
は
各
人
の
全
く
の
自
由
意
志
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
論
文
な
ど
が
ど
の
程
度
引
用
さ
れ
て
い
る
か
は
そ
の
論
文
が
世
界
の
研
究
の
な
か
で
い
か
に
役
だ
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

の
目
安
に
な
り
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
引
用
さ
れ
る
学
会
誌
は
触
媒
関
係
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
電
気
化
学
関
係
、
国
体
表
面
、
国

体
物
理
・
原
子
・
分
子
関
係
、
生
物
物
理
・
化
学
・
原
子
力
関
係
と
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
推
定
は
非
常
に
難
し
い
。
数
十

回
か
ら
一

O
O回
以
上
引
用
さ
れ
て
い
る
論
文
も
十
数
編
前
後
は
あ
り
、
平
均
す
れ
ば
一
論
文
当
た
り
三

1
五
回
前
後
で
あ
ろ
う
。
園
内

よ
り
国
外
で
の
引
用
、
が
は
る
か
に
多
い
。

触媒学会誕生と触媒研究所

八

触
媒
学
会
誕
生
と
触
媒
研
究
所

触
媒
研
究
所
が
設
置
さ
れ
る
以
前
に
は
、
触
媒
の
公
的
な
研
究
機
関
と
し
て
は
、

日
本
学
術
振
興
会
第
二
ニ
小
委
員
会
が
あ
る
の
み
で

8 

あ
っ
た
。
こ
の
委
員
会
は
一
九
三
四
年
(
昭
和
九
)
七
月
、

当
時
の
第
五
常
置
委
員
会
委
員

化
学
工
業
に
お
け
る
触
媒
の
重
要
性
か
ら
、

長
池
田
菊
苗
博
士
、
委
員
片
山
正
夫
東
大
教
授
(
学
士
院
会
員
)
、

堀
場
信
吉
京
大
教
授
ら
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

一
九
四

O
年
(
昭
和
一
五
)
に
は
、
第
一
三
小
委
員
会
(
触
媒
研
究
)
講
演
集
第
一
輯
及
び
第
二
輯
が
刊
行
さ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
第
二
次
大

戦
、
戦
後
の
出
版
界
の
事
情
か
ら
出
版
が
不
可
能
に
な
っ
て
い
た
の
を
、
当
時
の
第
一
三
委
員
会
委
員
長
千
谷
利
三
阪
大
教
授
の
要
請
に

よ
り
、

一
九
四
六
年
か
ら
発
刊
さ
れ
て
い
た
触
媒
研
究
所
の
紀
要
『
触
媒
』
第
三
輯
二
九
四
八
年
一
月
)
紙
面
の
一
部
を
、
第
一
三
委
員

1295 

会
の
講
演
及
び
討
論
の
記
録
の
掲
載
の
た
め
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
委
員
会
の
講
演
は
、
『
触
媒
』

の
第
四
輯
(
一
九
四
八
年

十
二
月
)
、
第
五
輯
(
一
九
四
九
年
二
月
)
ま
で
続
い
た
が
、

日
本
学
術
振
興
会
の
改
組
に
よ
り
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
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て
、
触
媒
化
学
討
論
会
が
、

日
本
化
学
会
と
同
開
催
地
支
部
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
回
(
一
九
五
一
年
)
、
第
二
回
(
一
九
五
三
年
)
、

第
四
回
(
一
九
五
五
年
)
、

第
七
回
(
一
九
五
八
年
)
は
い
ず
れ
も
札
幌
で
聞
か
れ
、

第
三
回
(
一
九
五
四
年
)
、

第
六
回
こ
九
五
七
年
)
は
東
京
、
第
五
回
(
一
九
五
六
年
)
は
京
都
、

第
八
回
(
一
九
五
九
年
)
は
大
阪
で
そ
れ

ぞ
れ
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
毎
年
触
媒
化
学
討
論
会
が
定
期
的
に
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
記
事
と
と
も
に
北
大
で
開
催
さ
れ

る
場
合
に
は
討
論
会
の
予
稿
も
『
触
媒
』
が
紙
面
を
提
供
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、

一
九
五
八
年
四
月
の
日
本
化
学
会
の
年
会
及
び
向
年
七
月
の
札
幌
に
お
い
て
の
触
媒
化
学
討
論
会
の
折
に
、

全
国
的
規
模
の
学
会
と
し
て
「
触
媒
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
触
媒
研
究
所
が
編
集
し
て
き
た
『
触
媒
』
は
触
媒
懇
談
会

が
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
触
媒
懇
談
会
は
、
北
海
道
、
関
東
、
関
西
の
三
支
部
か
ら
な
り
、
討
論
会
は
年
二
回
、

そ
の
う
ち
の
一
回

触媒研究所

は
日
本
化
学
会
の
開
催
に
時
期
を
合
わ
せ
て
一
、

一
一
日
早
く
開
催
す
る
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
。

一
九
六
四
年
(
昭
和
三
九
)
に
会
員
数
も

増
え
た
た
め
、
名
称
は
触
媒
学
会
に
改
め
ら
れ
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

触
媒
研
究
所
編
の
『
触
媒
』
と
し
て
は
最
終
の
第
一
六
輯
(
昭
和
三
四
年
三
月
)
の
堀
内
の
巻
頭
言
と
、
触
媒
懇
談
会
刊
行
の
『
触
媒
』
第

一
巻
第
一
号
(
昭
和
三
四
年
七
月
)

の
「
触
媒
発
刊
に
つ
い
て
」
と
触
媒
懇
談
会
会
長
と
し
て
の
、
堀
内
の
「
ご
あ
い
さ
つ
」
は
、
『
触
媒
』

の
受
け
継
ぎ
の
事
情
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

な
お
、
触
媒
研
究
所
が
発
足
し
た
翌
年
の
一
九
四
四
年
六
月
を
第
一
回
と
し
て
、
触
媒
談
話
会
が
ほ
ぼ
毎
月
か
隔
月
に
も
た
れ
、
研
究

所
内
だ
け
で
な
く
北
大
の
理
学
部
、

工
学
部
、
農
学
部
な
ど
に
広
く
講
演
を
依
頼
し
、

ま
た
他
大
学
な
ど
の
触
媒
に
関
係
あ
る
人
の
札
幌

訪
問
の
折
に
は
、
談
話
会
で
の
講
演
を
依
頼
し
て
き
た
。
こ
の
談
話
会
の
記
録
は
『
触
媒
』
第
七
輯
ま
で
に
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
所

外
の
講
演
者
の
顔
ぶ
れ
の
中
に
は
宮
原
将
平
(
第
三
八
回
、

一
九
五
O
年
十
一
月
)
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
範
囲
が
広
く
、

か
つ
有
益
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
終
戦
直
前
の
一
九
四
五
年
七
月
の
第
九
回
談
話
会
は
「
空
襲
警
報
の
た
め
中
止
」
と
な
っ
て
い
る
の
も
印
象
的
で
あ



り
、
終
戦
の
翌
月
九
月
の
第
十
回
談
話
会
に
は
、

一
八
名
の
講
演
者
が
名
を
連
ら
ね
て
お
り
、

お
そ
ら
く
二
日
が
か
り
の
小
学
会
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
の
談
話
会
は
そ
の
後
、
毎
週
の
「
触
媒
雑
誌
会
」
と
不
定
期
の
「
講
演
会
」
と
い
う
形
で
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
十
数

年
に
は
、
著
名
な
外
国
の
学
者
の
講
演
も
毎
年
平
均
し
て
数
回
も
た
れ
て
き
た
。

九

研
究
交
流

研究交流

触
媒
に
つ
い
て
の
中
心
的
な
国
際
会
議
は
一
九
五
六
年
か
ら
始
ま
り
、

四
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
開
催
国
で
組
織
委
員

国
際
会
議
関
係

フ
一
フ
ン
ス
、

ソ
連
、

会
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
回
は
ア
メ
リ
カ
、
以
下
、

オ
ラ
ン
ダ
、

ア
メ
リ
カ
と
続

9 

長

¥

一
九
七
六
年
の
第
六
回
は
イ
ギ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
触
媒
研
究
所
か
ら
は
毎
回
堀
内
を
は
じ
め
、

一
名
以
上
は
出
席
し
て
い
る
。

化
学
関
係
の
国
際
的
な
機
関
は
各
国
の
化
学
会
、
工
業
化
学
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
国
際
純
正
応
用
化
学
連
合
会
が
第
二
次
大
戦
以
前

か
ら
あ
っ
た
が
、
堀
内
は
触
媒
分
科
の
委
員
、
委
員
長
を
し
て
お
り
、
そ
の
隔
年
ご
と
の
総
会
や
、
そ
れ
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
純
正
応

周
囲
際
会
議
に
出
席
し
て
い
る
こ
九
六
一
年
、
六
三
年
、
六
五
年
、
六
七
年
)
。

堀
内
は
さ
ら
に
表
面
活
性
会
議
(
一
九
五
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
)
、

メ
ン
デ
レ

l
フ
会
議
(
一
九
五
九
年
、
ソ
連
、
こ
の
後
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
で
一

カ
月
開
講
義
)
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
電
気
化
学
会
(
一
九
六
三
年
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
)
、

吸
着
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
こ
九
六
四
年
、
ス
ベ

1297 

イン)、

一ユ

l
ヨ
l
ク
化
学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
一
九
七
二
年
、
ア
メ
リ
カ
)
に

イ
パ
チ
ェ
フ
百
年
記
念
会
議
(
一
九
六
七
年
、
ア
メ
リ
カ
)
、

一
九
六
六
年
に
は
ド
イ
ツ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
推
挙
さ
れ
た
。
な
お
、

ア
カ
J

ア
ミ
i

招
待
さ
れ
、
特
別
講
演
を
行
っ
た
。
こ
の
間
、
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は
東
、
西
両
ド
イ
ツ
に
共
通
で
あ
る
。

日
ソ
の
触
媒
及
び
電
気
化
学
に
お
け
る
学
術
交
流
は
密
で
あ
る
。
堀
内
が
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l
大
学
の
ポ
ラ
ニ

1
教
授
の
研
究
室
に
滞
在

中
は
、
ポ
ラ
ニ
l
の
研
究
室
が
世
界
で
の
物
理
化
学
の
一
つ
の
大
き
な
中
心
地
で
あ
っ
た
。

ソ
連
の
フ
ル
ム
キ
ン
も
し
ば
し
ば
マ
ン
チ
エ

ス
タ
ー
を
訪
れ
て
い
た
た
め
、
戦
前
よ
り
学
問
上
の
よ
き
議
論
相
手
で
あ
っ
た
。

メ
ン
デ
レ

1
フ
会
議
(
一
九
五
九
年
)
の
あ
と
、

モ
ス
庁
ノ

ワ
大
学
で
一
カ
月
の
特
別
講
義
の
た
め
モ
ス
ク
ワ
に
滞
在
し
た
。

一
九
六
四
年
に
は
グ
リ
ヤ
ズ
ソ
フ
教
授

(
2
3
N
5
4
ル
ム
ン
パ
名
称
友
好

大
学
物
理
化
学
科
、
ア
カ
デ
ミ
ー
準
会
員
)
、

ス
リ
ン
コ
教
授
(
声
。
・
白
山
口
付
O

ノ
ボ
シ
ピ
ル
ス
ク
触
媒
研
究
所
副
所
長
、
ア
カ
デ
ミ
ー
準
会
員
)
が
、

日
ソ
学
術
交
流
に
関
す
る
会
議
の
ソ
連
代
表
と
し
て
来
日
し
た
機
会
に
触
媒
研
究
所
を
訪
問
、
翌
一
九
六
五
年
か
ら
は
次
節
で
述
べ
る
よ

う
に
ソ
連
の
触
媒
、
電
気
化
学
関
係
と
の
交
流
は
多
く
な
り
、

日
ソ
触
媒
会
議
・
日
ソ
電
気
化
学
会
議
を
各
二
年
ご
と
に
、
開
催
地
は
ソ

P触媒研究所

連
・
日
本
が
交
替
に
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
回
日
ソ
触
媒
会
議
〔
一
九
七
一
年
ソ
連
)

第
二
回
日
ソ
触
媒
会
議
(
一
九
七
三
年
東
京
)

第
一
回
日
ソ
電
気
化
学
会
議
(
一
九
七
四
年
東
京
)

第
三
回
日
ソ
触
媒
会
議
(
一
九
七
五
年
ソ
連
)

第
二
回
日
ソ
電
気
化
学
会
議
(
一
九
七
六
年
ソ
連
)

第
三
回
日
ソ
電
気
化
学
会
議
(
一
九
七
八
年
京
都
)

開
催
国
は
相
手
国
の
一

O
名
の
圏
内
の
滞
在
費
を
負
担
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
触
媒
研
究
所
か
ら
の
参
加
者
は
、

年
に
は
松
田
、
宮
原
、
能
登
谷
、
団
長
は
管
孝
男
東
大
教
授
(
元
触
媒
研
究
所
教
授
)
、
一
九
七
五
年
に
は
能
登
谷
、
問
中
(
度
一
)
、 一
九
七
九

七
六
年
に
は
松
田
、
能
登
谷
、
戸
谷
で
あ
る
。
松
田
が
日
本
側
の
団
長
で
あ
っ
た
。

電
気
化
学
関
係
の
国
際
会
議
も
あ
る
が
、
一
九
七
五
年
の
「
電
気
化
学
|
過
去
未
来
の
三
十
年
|
」
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
(
イ
ギ
リ
ス
)



に
は
延
与
が
参
加
し
て
い
る
。

固
体
表
面
科
学

(
ω
D
E
ω
S
Z
E広田
B
P
-
2
2
)
と
い
う
用
語
は
、

一
般
化
し
て
か
ら
ま
だ
十
数
年
で
あ
り
、

そ
れ
は
結
晶
表
面
の
構

造
を
は
じ
め
と
し
て
、
表
面
原
子
の
振
動
、
結
晶
成
長
、

ガ
ス
吸
着
や
、
吸
着
原
子
の
表
面
上
で
の
運
動
な
ど
を
包
含
し
て
い
る
。
固
体

表
面
の
研
究
に
は
、
こ
れ
ら
の
現
象
を
研
究
す
る
た
め
の
超
高
真
空
技
術
や
表
面
の
異
種
原
子
の
微
少
量
分
析
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
技
術

研
究
、
さ
ら
に
半
導
体
や
金
属
と
電
解
質
溶
液
と
の
界
面
に
お
け
る
電
気
二
重
層
・
電
極
反
応
の
研
究
な
ど
関
連
す
る
分
野
は
広
い
。

多
く
の
国
に
は
真
空
に
関
す
る
学
会
・
協
会
が
あ
り
、

そ
の
国
際
的
連
合
組
織
で
あ
る
「
真
空
の
科
学
・
技
術
お
よ
び
応
用
の
国
際
連

合」

(
H
E
R
E氏。
E
-
C
E
oロ
ゲ
吋
同
町
四

ω口問巾ロ
np
、p
n
E
o
E明
白
ロ
仏
〉
苦
】
山
口
由
民
O

ロ田
O

同〈田口ロロ
BW
略
し
て

I
U
S
T
A
V
)
が
あ
る
。

I
U

研究交流

S
T
A
V
が
主
催
し
て
一
九
五
九
年
よ
り
三
年
お
き
に
真
空
国
際
会
議
が
聞
か
れ
て
い
た
が
、
固
体
表
面
関
係
の
分
科
会
が
し
だ
い
に
膨

張
し
た
た
め
、

一
九
七
一
年
か
ら
固
体
表
面
の
国
際
会
議
(
同
ロ
芯
自
由
民

0
5円
。
。
ロ
雪
印
ロ
ロ
問
。
ロ

ω。
E
ω
R
P
B
略
し
て

I
C
S
S
)
を
独
立

9 

さ
せ
、
真
空
の
国
際
会
議
と
並
行
し
て
聞
く
こ
と
に
な
っ
た
。

第
一
回
は
一
九
七
一
年
ボ
ス
ト
ン
(
戸
谷
出
席
)
、
第
二
回
は
一
九
七
四
年
京
都
、

第
三
回
は
一
九
七
七
年
ウ
ィ
ー
ン
で
聞
か
れ
た
(
松

井
、
戸
谷
、
伊
藤
太
郎
出
席
)
。
戸
谷
は
、
第
一
回
、
第
三
回
の

E
8
5注目。
E-
〉
仏
三
回
。
ミ
ロ
。
B
B
-
3
2
の
一
員
と
し
て
協
力
し
、
第

二
回
は
組
織
責
任
者
と
し
て

I
C
S
S
を
主
催
し
た
。

触
媒
・
電
気
化
学
(
電
極
反
応
)
・
固
体
表
面
関
係
の
国
際
会
議
で
三

O
O人
前
後
以
下
の
規
模
の
小
さ
な
も
の
は
、
年
に
数
回
は
世
界

の
あ
ち
こ
ち
で
聞
か
れ
て
い
る
。
触
媒
研
究
所
か
ら
参
加
し
た
も
の
に
は
、
渡
辺
正
夫
が
参
加
し
た
一
九
七
五
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
開
催
の

薄
膜
・
表
面
国
際
会
議
、

一
九
七
六
年
伊
藤
洋
行
が
参
加
講
演
を
し
た
微
粒
子
国
際
会
議
が
あ
る
。

1299 

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
続
い
て
デ
パ
イ
・
ボ
ル
ン
に
始
ま
っ
た
格
子
力
学
の
半
世
紀
の
発
展
を
記
念
し
て
、
デ

ンマベ

i
ク
で
デ
パ
イ
・
ボ
ル
ン
を
中
心
に
格
子
力
学
の
国
際
会
議
が
一
九
六
二
年
に
聞
か
れ
、
招
待
講
演
で
戸
谷
が
参
加
し
た
。
ま
た
一

固
体
物
理
関
係
で
は
、
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九
六
三
年
国
際
原
子
力
機
関
主
催
の
熱
中
性
子
の
散
乱
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
イ
ン
ド
で
開
か
れ
、
総
合
講
演
の
た
め
同
じ
く

戸
谷
が
参
加
し
た
。

国
際
会
議
は
現
在
は
非
常
に
盛
ん
に
各
国
で
聞
か
れ
て
お
り
、
国
際
学
術
誌
の
定
期
刊
行
物
も
多
い
。
そ
れ
ら
の
編
集
委
員
に
、
触
媒

研
究
所
か
ら
参
加
し
て
い
る
も
の
も
い
る
。

堀
内
が
守
口
円
ロ
包

O同
h
a
m巴可即日印(〉
n
E
m
B
w
p
m
Z
Z
2
q
J円
R
W
)
(
巴
巴
lHU叶印
)w
〉
円
守
山
口
の
ゆ
印

E
C
E
F
qー白山田

(E1げ
)
(
H
U
B
-
H
S印
)w

No-gの
}
同
日
常
苫
門
司
『
百
円
}
内
色
目
印
の
}
H
o
n
F
O
B
-
o
w
z
o
g
w
司。
-
m
o
(
k
r
E骨
自
由
回
岳
町
〈
開
門
戸
担
問
血
肉
叩
8
E各
国
同
件
当
目
白
血
σ
E
g
)
の
編
集
委
員
に
、

ま
た
戸
谷
、
が
〉
℃
H
V
H
W
E
Zロ
由
。
町
田
口
広
何
回
の
ゆ
印
口
-
o
D
B
(
Z
O
H同町
1

図。口問
E
H
M
Z
E岳
山
口
聞
の
O
B宮
口
F
k
r
g丘四円
E
B
)
の
開
仏
R
O江
戸
ご
u
c
m
w
吋
己
の

一
員
と
な
っ
て
い
る
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
川
路
紳
治
学
習
院
大
学
教
授
が

ω己吋
E
g
ω
巳
g
B
(
E
l
r
)
の
編
集
委
員
に
な
っ
て
い
る
。

触媒研究所

川
路
は
北
大
理
学
研
究
科
物
理
学
専
攻
課
程
博
士
終
了
で
あ
る
が
、
大
学
院
で
は
小
林
秋
男
教
授
、
東
教
授
の
指
導
の
も
と
に
、
触
媒
研

究
所
で
固
体
表
面
の
研
究
を
し
た
。

最
後
に
海
外
に
お
け
る
触
媒
研
究
所
の
評
価
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
そ
の
一
つ
は
、

ア
メ
リ
カ
の
化
学
会
誌

わ

}HOB-s-
凶
ロ
門
凶

開口町四日ロ

2
ユロ
m
z
o
d司
夕

食

(H田町田
)
R
Y
∞O
l
g
に
載
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一ユ

l
ヨ
i
ク
大
学
化
学
工
学
部
長
の
ハ
ツ
ベ
ル
教
授
は
、

一
九
六
五
年
の
三
月
か
ら
五
月
ま
で
、

日
本
の
触
媒
研
究
の
現
状
を
視
察
す
る
た
め
ア
メ
リ
カ
科
学
財
団
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の
報
告

が
ア
メ
リ
カ
の
化
学
会
の
会
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
左
の
図
は
そ
の
最
初
の
ベ

l
ジ
で
、
「
触
媒
の
基
礎
研
究
を
し
て
い
る
日

本
の
研
究
者
は
国
中
に
多
数
い
る
が
、

主
な
グ
ル
ー
プ
は
札
幌
に
あ
る
触
媒
研
究
所
で
あ
る
」
、

と
い
う
註
釈
を
つ
け
て
日
本
の
地
図
を

載
せ
そ
の
記
事
も

A
4
版
八
ペ
ー
ジ
半
の
も
の
で
あ
る
が
、
第
一
ペ
ー
ジ
は
日
本
に
お
け
る
触
媒
研
究
の
概
観
で
、
中
の
五
ペ
ー
ジ
は
触

媒
研
究
所
の
こ
と
と
、
あ
と
二
ペ
ー
ジ
が
そ
の
他
の
地
域
の
紹
介
に
な
っ
て
い
る
。
堀
内
が
触
媒
研
究
を
進
め
た
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た

こ
と
と
と
も
に
触
媒
研
究
所
の
内
容
を
か
な
り
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。



ハ
ッ
ベ
ル
教
授
の
来
日
と
同
じ
こ
ろ
に
、

ア
メ
リ
カ
の
西
海
岸
に
近
い
所
に
あ
る

S
研
究
所
は
い
ろ
い
ろ
の
調
査
を
よ
く
や
る
と
こ
ろ
で
名
が
知
れ
て
い
る
研
究
所
で
あ
る
が
、

日
本
の
民
間
の

N
総
合
研
究
所
そ
の
他
の
協
力
を
得
て
日
本
の
大
学
の
附
置
研
究
所
の
調
査
を

と
し
て
阪
大
の

T
研
究
所
と
東
北
大

日
本
の
大
学
附
置
の
研
究
所
(
共
同
利
用
研
究
所
を
含
め
て
)

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
調
査
で
、

の
K
研
究
所
と
と
も
に
北
大
の
触
媒
研
究
所
が
ベ
ス
ト
・
ス
リ
ー
に
選
ば
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、

ア
メ
リ
カ
の
〉
ロ
巳

1wmHHnroB山
田
可
予
お

(
H
U
S
)
H
E
〉

H
H
G
K
F

に
も
触
媒
研
究
所
の
紹
介
が
三
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ

て
載
っ
た
。
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海
外
よ
り
の
一
カ
月
以
上

国
内
外
と
の
研
究
交
流

滞
在
の
客
員
研
究
員
(
教

授
)
、
研
究
生
は
九
名
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
に
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
物
理
化

学
研
究
所
の
カ
フ
タ
ラ
1
6」
教
授
は
、

ア
カ
デ
ミ
ー

よ
り
派
遣
さ
れ
て
一
カ
月
間
触
媒
研
究
所
に
滞
在

し
、
赤
外
線
に
よ
る
吸
着
の
研
究
に
つ
い
て
討
論
や

意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。

一
九
六
八
年
に
は
オ

l
ス

ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
大
学
の
グ
l
ト
マ
ン
教
授

が
、
日
本
学
術
振
興
会
客
員
研
究
員
(
以
下
、
学
振
研

究
員
と
略
記
)
と
し
て
三
カ
月
滞
在
し
、
有
機
半
導

体
の
物
性
論
や
電
気
化
学
的
性
質
に
つ
き
講
義
を
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し
、
共
同
研
究
も
行
っ
た
。

元
ア
メ
リ
カ
石
油
研
究
所
の
研
究
者
で
現
在
は
ピ
ッ
ツ
パ

l
グ
大
学
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
教
授
は
、
学
振
研
究
員
と
し
て
一
九
七
二
年
か
ら

一
九
七
三
年
ま
で
の
一
年
半
滞
在
し
、
金
属
電
子
論
と
吸
着
、
触
媒
作
用
に
つ
き
研
究
し
、

ア
メ
リ
カ
、
ァ
l
カ
ン
サ
ス
大
学
の
や
フ
ラ
イ
ホ

ル
ダ
l
教
授
は
、

一
九
七
二
年

1
七
三
年
に
か
け
一
年
間
吸
着
理
論
の
研
究
で
ア
メ
リ
カ
の
科
学
財
団

(ZEos-ω
己

8
8
3
5
E苦
ロ
)

よ
り
派
遣
さ
れ
た
。
両
教
授
と
も
滞
在
中
の
研
究
で
、

一
O
編
以
上
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

一
九
七
七
年
に
は
同
じ
く
ア
l
カ
ン
サ
ス
大
学
の
シ

l
グ
ル
教
授
が
、
学
振
研
究
員
と
し
て
四

O
日
滞
在
し
、
触
媒
反
応
に
つ
い
て
講

義
・
討
論
を
し
た
。
同
じ
時
期
に
パ
リ
l
大
学
の
フ
レ
ツ
サ
l
教
授
は
、

四
0
日
間
日
仏
文
化
協
定
に
基
づ
い
て
フ
ラ
ン
ス
政
府
よ
り
派

遣
さ
れ
、

N
M
R
に
よ
る
吸
着
研
究
の
講
義
を
行
っ
た
。

N
M
R
を
吸
着
の
研
究
に
応
用
し
て
い
る
の
は
、
世
界
中
で
同
教
授
の
研
究
室

触媒研究所

と
触
媒
研
究
所
だ
け
で
あ
る
。

日
本
学
術
振
興
会
の
奨
励
研
究
員
と
し
て
は
、
西
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ

1
ラ
l
博
士
(
電
極
反
応
、

一
九
六
七
j
六
八
年
の
二
年
間
)
、

イ
ン
ド
、

ジ
ャ
イ
プ

i
ル
大
学
の
カ
チ
ャ
パ
博
土
(
金
属
の
格
子
力
学
、

一
九
七
一

i
七
三
年
の
二
年
間
)
が
、

触
媒
研
究
所
に
お
い
て
研
究
に
従
事
し

た。

一ュ

l
デ
リ
I
工
科
大
学
の
パ
ジ
ィ
ベ
イ
博
土
は
、

一
九
七
一

1
七
四
年
の
三
カ
年
、
格
子
力
学
及
び
吸
着
の
研
究
の
た
め
、
文
部

省
留
学
生
と
し
て
来
日
し
、
理
学
博
士
を
取
得
し
た
。

中
国
(
台
湾
)
の
林
兆
豊
博
士
は
、

一
九
五
九
年
理
学
研
究
科
化
学
専
攻
の
修
士
に
入
学
し
、

一
九
六
二
年
博
士
課
程
に
進
み
、

九

六
八
年
学
位
を
取
得
、
現
在
日
本
に
と
ど
ま
り
、

日
本
医
科
大
学
の
助
教
授
を
し
て
い
る
。

日
本
学
術
振
興
会
の
国
内
留
学
生
制
度
に
よ
っ
て
、
京
大
、
阪
大
、
信
州
大
、
宇
都
宮
大
、
三
重
大
か
ら
奨
励
研
究
員
が
そ
れ
ぞ
れ
一

年
間
ず
つ
来
て
お
り
、

ま
た
宇
部
興
産
、
三
菱
化
成
、
大
日
本
油
脂
、
川
崎
製
鉄
、
協
和
化
学
か
ら
依
託
研
究
員
あ
る
い
は
研
究
生
と
し

て
、
触
媒
研
究
所
で
一
年
か
ら
二
年
間
研
究
を
し
て
い
る
。
工
業
技
術
院
製
品
科
学
研
究
所
か
ら
も
、
文
部
省
国
内
留
学
の
枠
に
よ
り
研



究
者
が
一
名
、

一
年
間
来
所
し
た
。

海
外
へ
の
留
学
は
、
文
部
省
在
外
研
究
員
(
長
期
甲
)
で
は
能
登
谷
(
モ
ス
ク
ワ
大
学
)
、

豊
嶋
(
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
学
)

の
二
名
で
あ

る、が、

そ
の
他
で
は
、

西
ド
イ
ツ
、

イ
ギ
リ
ス
、

ア
メ
リ
カ
に
は
延
べ
一
四
名
、

ま
た
日
ソ
文
化
協
定
に
基
づ
く
研
究
者
の
交
換
で
、

フ
ラ
ン
ス
に
は
各
一
名
で
あ
る
(
一
九
七
八
年
現
在
)
。

一
九
七
五
年
に
能
登
谷
は
再
度
モ
ス
ク
ワ
大
学
に
八
カ
月
間
滞
在
し
、
電
極
反
応
の

研
究
を
し
て
き
た
。

圏
内
で
の
共
同
研
究
は
い
ろ
い
ろ
な
形
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の
一
つ
は
、

日
本
原
子
力
研
究
所
の
浜
口
、
坂
本
両
博

士
と
の
も
の
で
、
こ
れ
は
ニ
ッ
ケ
ル
、
白
金
へ
の
水
素
の
吸
着
状
態
を
、
熱
中
性
子
の
非
弾
性
散
乱
に
よ
っ
て
研
究
し
た
も
の
で
、
数
年

研究交流

聞
を
要
し
た
。

外
国
研
究
者
の
来
訪

一
九
六

O
年
か
ら
一
九
六
二
年
に
、
触
媒
・
物
理
他
学
分
野
で
は
第
一
人
者
で
あ
っ
た
西
ド
イ
ツ
の
ミ
ュ
ン
へ

9 

ン
大
学
の
シ
ュ
ワ
ブ
教
授
や
、
ア
メ
リ
カ
ユ
タ
大
学
の
ア
イ
リ
ン
グ
教
授
、
オ
ラ
ン
、
ダ
の
シ
ェ
ル
研
究
所
及
び

ラ
イ
デ
ン
大
学
の
、
ザ
ア
ハ
ト
ラ
l
教
授
、
電
気
化
学
の
権
威
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
の
ボ
ツ
ク
リ
ス
教
授
ら
の
来
訪
が
続
い
た
。

一
九
七
六
年
の
北
大
百
年
記
念
の
折
に
、
名
誉
学
位
の
称
号
を
贈
ら
れ
た
元
ボ
ル
チ
モ
ア
大
学
の
エ
メ
ッ
ト
教
授
は
、
前
後
三
回
北
大

を
訪
れ
て
い
る
触
媒
の
老
大
家
で
あ
る
。
当
時
ア
メ
リ
カ
の
化
学
会
の
会
長
で
あ
っ
た
有
機
化
学
の
プ
ラ
イ
ス
教
授
、

ア
メ
リ
カ
触
媒
ク

ラ
ブ
の
会
長
の
チ
ア
ペ
ツ
テ
ィ
博
士
、
燃
料
電
池
の
ロ
パ

1
ト
博
士
会
一
回
来
訪
)
、
『
J
R
I
C』
に
投
稿
し
た
こ
と
も
あ
り
以
前
は
電

極
反
応
を
、
現
在
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
と
し
て
の
水
素
問
題
を
研
究
し
て
い
る
フ
ラ
ナ
ガ
ン
教
授
、
国
体
表
面
の
先
駆
的
仕
事
を
し
て
い

た
コ

l
ネ
ル
大
学
の
ガ
l
マ
l
教
授
こ
九
七
一
年
逝
去
)
、

ロ
ヂ
ン
教
授
な
ど
非
常
に
多
い
。

B03 

イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
、
世
界
的
化
学
工
業
の

I
・
C
・
-
の
ダ
ウ
デ
ン
博
士
、

ノ
ッ
テ
イ
ン
ガ
ム
大
学
の
イ
l
レ
イ
教
授
、
ブ
リ
ス
ト
ル

大
学
の
パ

l
ソ
ン
教
授
ら
の
来
訪
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。
オ
ラ
ン
、
ダ
、

フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

イ
ン
ド
、

イ
ス
ラ
エ
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ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
の
来
訪
を
受
け
て
い
る
。

最
近
で
は
、

一
九
七
二
年
に
超
伝
導
理
論
で
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
け
、
現
在
は
吸
着
理
論
を
研
究
し
て
い
る
シ
ュ
リ
l
フ
ァ

l
教

ト
ン
ネ
ル
効
果
で
江
崎
玲
於
奈
博
士
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
け
た
、

授
(
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
)
や
、

ゼ

ネ

一
九
七
三
年
、

ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク
の
ジ
ア
エ
ヴ
ァ

i
博
士
や
同
社
の
吸
着
理
論
の
ベ
ツ
ネ
ッ
ト
博
士
ら
も
来
訪
し
て
い
る
。

ソ
連
か
ら
は
、

一
九
六
四
年
に
初
め
て
ブ
リ
ヤ
ズ
ノ
フ
教
授
と
ス
リ
ン
コ
教
授
の
来
訪
が
あ
っ
た
が
、

ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
の

そ
の
後
、

フ
ル
ム
キ
ン
教
授
(
二
回
)
、

ソ
連
触
媒
研
究
所
の
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
ボ
レ
ス
コ
フ
教
授
、

リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
の

マ
ト
リ
イ
ス
教
授
ら
十
八
の
研
究
機
関
か
ら
四
九
名
の
学
者
の
来
訪
を
受
け
て
い
る
。

一
九
七
七
年
暮
れ
に
は
中
国
か
ら
の
触
媒
研
究
者
の
視
察
団
の
訪
問
が
あ
っ
た
。

蝕媒研究所

あ
と
が
き

一
九
九
三
年
一
月
に
は
、
触
媒
研
究
所
は
半
世
紀
を
迎
え
る
わ
け
で
、
三
分
の
一
以
上
の
職
員
は
若
い
人
た
ち
に
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
若
い
人
た
ち
の
た
め
に
記
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
書
け
な
か
っ
た
こ
と
は
多
い
が
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
簡
単
に
記
す
。

親
和
会
は
、
研
究
所
の
全
職
員
大
学
院
生
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
親
睦
団
体
で
、
毎
月
給
料
の

0
・
五
%
ず
つ
を
積
み
立
て
、
三
月
、
四
月
の

職
員
、
大
学
院
生
の
歓
送
迎
会
、
十
二
月
に
忘
年
会
、
夏
に
は
一
泊
旅
行
、
冬
は
ス
キ
l
ツ
ア
ー
を
行
う
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い
る
。
参
加
者
は
所

員
の
六
、
七
割
く
ら
い
で
あ
る
。
終
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
、
低
温
科
学
研
究
所
に
間
借
り
を
し
て
い
た
と
き
に
は
、
十
二
月
の
「
雪
ま
つ
り
」
に
は

触
媒
研
究
所
も
合
流
し
、
「
破
戒
」
「
父
帰
る
」
な
ど
の
劇
、
堀
健
夫
低
温
科
学
研
究
所
長
、
堀
内
触
媒
研
究
所
長
の
寸
劇
か
ら
、
模
擬
庖
ま
で
出
て

に
ぎ
や
か
な
一
夜
を
過
ご
し
た
も
の
で
あ
る
。

運
動
部
の
0
・
B
も
多
く
、
こ
と
に
ボ
l
ト
部
は
、

一
九
四
六
年
(
昭
和
一
一
一
)
に
で
き
て
か
ら
、
部
長
は
堀
内
、
束
、
延
与
と
触
媒
研
究
所
か



ら
で
て
い
る
。

北
大
職
員
組
合
に
は
、
委
員
長
、
副
委
員
長
、
書
記
長
、
執
行
委
員
な
ど
に
、
二
期
当
た
り
一
人
の
割
合
で
選
出
さ
れ
て
い
る
。
職
員
組
合
で
歴

史
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

か
つ
て
の
民
主
主
義
科
学
者
協
会
北
海
道
支
部
、
あ
る
い
は
現
在
の
日
本
科
学
者
会
議
に
も
委
員
は
い
つ
も
触
媒
研
究
所
か
ら
一
人
は
出
て
活
動

を
続
け
て
い
る
。

北
大
の
「
大
学
紛
争
」
は
、

一
九
六
九
年
四
月
入
学
式
当
日
に
会
場
の
体
育
館
が
封
鎖
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
始
ま
っ
た
。
前
所
長
の
堀
内
が
学

長
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
学
院
生
を
含
め
て
ほ
と
ん
ど
の
者
が
事
に
当
た
っ
た
。
こ
の
問
、
大
学
改
革
に
つ
い
て
も
所
内
で
真
剣
に
討
論
さ
れ
、

国
立
大
学
は
国
立
大
学
協
会
の
組
織
を
拡
大
し
、
時
の
政
府
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
予
算
も
直
接
国
会
に
請
求
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
な
け
れ

ば
、
真
の
学
問
の
発
展
は
望
め
ず
、
ま
た
学
問
、
思
想
の
自
由
も
確
保
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
も
話
し
合
わ
れ
た
。

一
九
六
三
年
(
昭
和
三
八
)
に
東
京
工
大
森
川
教
授
は
じ
め
幾
人
か
の
人
か
ら
、
共
同
利
用
の
触
媒
工
学
研
究
所
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
提
案
が

一
九
六
五
年
堀
内
所
長
が
定
年
退
職
し
た
三
カ
月
後
に
、
触
媒
研
究
所
に
「
共
同
利
用
研
究
所
と
し
て
の
触
媒
工
学
研
究
所

を
い
ず
れ
か
の
大
学
の
附
置
と
し
て
設
立
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
。
学
術
会
議
の
第
四
、
五
部
で
も
取
り
上

げ
ら
れ
、
多
く
の
議
論
が
で
た
が
、
数
年
か
か
っ
て
結
局
学
術
会
議
で
は
こ
の
案
を
取
り
下
げ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
の
詳
し
い
経
過
は

別
に
ま
と
め
る
が
、
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。

触
媒
研
究
所
は
、
わ
が
国
及
び
世
界
の
学
問
・
研
究
・
教
育
の
確
実
な
進
歩
に
、
触
媒
科
学
を
通
し
て
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
、
全
所

員
の
願
い
で
あ
る
。
北
大
創
基
百
年
に
当
た
っ
て
研
究
所
の
三
五
年
を
振
り
返
り
、
北
大
の
将
来
の
発
展
に
カ
を
尽
く
す
べ
く
、
こ
の
小
さ
な
部
局

史
を
ま
と
め
た
し
だ
い
で
あ
る
。

〔
付
記
〕
終
戦
時
の
混
乱
の
中
で
、
進
駐
軍
の
低
温
科
学
研
究
所
の
接
収
、
撤
収
を
経
験
し
、
さ
ら
に
触
媒
研
究
所
の
庁
舎
の
新
築
移
転
な
ど
が
あ

り
、
古
い
記
録
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
。
進
駐
軍
の
占
拠
問
題
は
、
低
温
科
学
研
究
所
部
局
史
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
堀
内
寿
郎
著
『
一
科
学
者
の
成
長
』
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。
さ
ら
に
紙
面
の
都
合
上
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
、
『
触
媒
研
究
所
部
局
史
補
遺
L

と

し

て

ま

と

め

た

い

。

(

戸

谷

富

之

)

触
媒
学
会
で
出
さ
れ
、

'3Dラ
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年

表

触媒研究所

一
九
四
三
(
昭
時
)

1
・
ω
一
勅
令
第
五
七
号
に
よ
り
触
媒
研
究
所
設
置
さ
れ
、
初
代
所

一
長
は
小
熊
揮
(
低
温
科
学
研
究
所
長
)
の
併
任
と
な
る

3
・
白
一
堀
内
寿
郎
(
理
学
部
・
化
学
教
授
)
触
媒
研
究
所
教
授
兼

一
任
と
な
る

5
・
5

一
山
口
成
人
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
必
・

7
-
m教
授
、

一
必
・

4
・
9
理
化
学
研
究
所
に
転
出
)

9
-
m
一
松
田
秋
八
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
教
授
)

9
-
m
一
束
克
彦
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
教
授
)

一
九
四
四
(
昭
叩
)

2
・
日
一
菟
原
逸
郎
(
台
北
高
校
教
授
)
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
必
・

一
7
・
ω神
戸
大
に
転
出
)

一
九
四
五
(
昭
初
)

7
・
幻
一
本
多
辰
也
(
理
学
部
・
化
学
講
師
)
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ

一
る
(
日
・

1
・
1
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
に
転
出
)

叩
・

5

一
進
駐
軍
に
よ
り
低
温
研
・
触
媒
研
の
建
物
接
収

一
九
四
六
(
昭
幻
)

m
・
1

一
『
触
媒
』
(
邦
文
)
第
一
輯
発
刊

日
・

1

一
菱
自
清
一
郎
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
必
・
9
・
ぬ
理
学
部

一
化
学
に
転
出
)

一
進
駐
軍
に
よ
る
接
収
解
除

一
慶
伊
富
長
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
日
・

5
-
m助
教
授
、

日
・
3

ヮ“

'
Q
U

寸
よ

η
4

一
町

-u
・
1
東
工
大
に
転
出
)

一
佐
藤
俊
夫
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
幻
・

4
・
ω工
業
技
術

一
庁
技
官
と
し
て
転
出
、
日
・

7
-
m触
媒
研
究
所
助
教

-
授
、
印
・

4
・
1
北
海
道
開
発
工
業
試
験
所
に
転
出
)

一
九
四
七
(
昭
辺
)

5
・
日
一
松
井
敏
二
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
教
授
)

6
-
m
一
三
矢
篤
(
理
学
部
・
化
学
講
師
)
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
(
臼
・
3
・
但
立
教
大
に
転
出
)

一
九
四
八
(
昭
お
)

3
・
紅
一
所
長
小
熊
拝
定
年
退
官
と
な
り
、
堀
内
寿
郎
所
長
と
な
る

4

・
ω
一
戸
谷
富
之
(
理
学
部
物
理
学
助
教
授
)
触
媒
に
配
置
換
と

一
な
る
(
現
教
授
)

6
-
m
一
矢
野
武
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
日
・

4
・
日
浪
速
大
教

一
授
と
し
て
転
出
)

7

・
5

一
竹
内
豊
三
郎
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
日
・

8
・
1
富
山

一
大
教
授
と
し
て
転
出
)

日
・
叩
一
英
文
紀
要
『
J
R
I
C
』
第
一
巻
第
一
号
発
刊

一
九
四
九
(
昭
M
)

5
・
紅
一
国
立
学
校
設
置
法
に
よ
り
北
海
道
大
学
附
置
研
究
所
と
な

一
る
(
新
制
度
移
行
措
置
)

一
宮
原
将
平
(
名
大
理
学
部
助
教
授
)
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
(
日
・

8
・
幻
理
学
部
・
物
理
に
配
置
換
)

。ゐ・
oo

t
-
-
q
，“
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一
宮
原
孝
四
郎
助
手
に
佳
ぜ
ら
れ
る
(
現
教
授
)

一
殿
村
雄
治
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
臼

-
m
-
m
教
授
、

一
日
・

3
・
1
阪
大
に
転
出
)

一
九
五
O
(昭
お
)

2
-
m
一
寺
山
良
雄
(
東
北
大
金
研
助
手
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
(
現
札
幌
医
科
大
学
教
授
)

3
-
m
u

一
藤
田
勇
三
郎
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
印
・

8
-
m
助
教

一
授
、
印
・

u
・
1
東
大
に
転
出
v

7

・
1

↑
豊
島
勇
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
助
教
授
)

一
九
五
一
(
昭
お
)

4
-
m
一
回
部
浩
三
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

(ω-m
・
1
教
授
、

一
日
・
日

-m理
学
部
・
化
学
に
配
置
換
)

9
・

6

一
触
媒
懇
談
会
(
後
の
触
媒
学
会
)
が
結
成
さ
れ
、
第
一
回

一
触
媒
討
論
会
が
触
媒
研
究
所
で
関
か
れ
る

(
1
9
・
8
)

日
・

1

一
吉
田
直
衛
(
低
温
科
学
研
究
所
事
務
長
兼
会
計
掛
長
)
蝕

一
媒
研
究
所
事
務
長
・
会
計
掛
長
兼
任
と
な
る

一
九
五
ニ
(
昭
幻
)

3
h
1

一
石
塚
和
彦
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
助
教
授
)

8
・

1

一
小
林
秋
男
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
臼
・

9
・
日
電
電
公
社

一
電
気
通
信
研
究
所
に
転
出
)

日
・

1

一
榎
本
三
郎
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
日
・
ロ
・

1
講
師
、

一
臼
・

4
・
1
宇
都
宮
大
に
転
出
)

一
九
五
三
(
昭
お
)

4
・
1
一
中
村
孝
講
師
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
教
授
)

7

・
お
一
触
媒
研
究
所
に
お
い
て
第
二
回
触
媒
討
論
会
開
か
h

れ
る

一

(
1
7
・
お
第
三
回
以
降
は
本
文
参
照
)

ハU

ハU

守
l
-

司
自
ム

n
u
-
-ょ

4
i
.
η
ο
 

一
田
中
一
範
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
臼
・

4
・
日
助
教
授
、

一
回
・
ロ
・

6
理
化
学
研
究
所
主
任
研
究
員
と
し
て
転
出
)

一
九
五
五
(
昭
羽
)

4

・
1

一
延
与
三
知
夫
(
修
士
課
程
修
了
者
|
以
下
修
と
略
す
)
助

一
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
助
教
授
)

一
九
五
六
(
昭
引
)

4
・
1

一
一
喜
多
英
明
(
修
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
臼
・

4
・
1
助

一
教
授
、
一
九
七
四
理
学
部
・
化
学
教
授
)

9
-
m

一
第
一
回
国
際
触
媒
会
議

(
1
9
-
U

ア
メ
リ
カ
、
堀
内

一
講
演
)

7

一
九
五
七
(
昭
泣
)

9
1
M
一
松
崎
五
三
男
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
臼
・

6
・
m理
学
部

一
助
教
授
、
現
信
州
大
学
教
授
)

一
九
五
九
(
昭
斜
)

3
-
M

一
第
八
回
メ
ン
デ
レ

l
フ
会
議
に
堀
内
招
待
に
よ
り
出
席
、

一
こ
の
あ
と
モ
ス
ク
ワ
大
学
で
一
カ
月
講
義

3
-
m
一
『
触
媒
』
(
邦
文
)
第
一
六
輯
(
最
終
号
)
発
行

日
・

1

一
触
媒
懇
談
会
『
触
媒
』
第
一
巻
第
一
号
発
行

一
九
六

O
(昭
お
)

4
・
1

一
村
井
正
一
事
務
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
日
・

4
・
1
医
学
部

一
事
務
長
)

7
・
4

一
第
二
回
国
際
触
媒
会
議
(
1
7
・
9
フ
ラ
ン
ス
、
堀
内
)

8
-
U
一
北
川
正
太
郎
(
修
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
印
・

6
・
7

一
理
学
部
・
化
学
助
教
授
)

一
九
六
一
(
昭
お
)

4・

1

一
生
体
触
媒
部
門
増
設

ロ
・
1
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一
升
田
真
木
彦
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
竹
沢
暢
恒
(
修
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
日
・

4
・
1
助

一
教
授
、

η
・
7
・
1
工
学
部
に
阻
置
換
)

一
久
保
周
一
郎
(
水
産
学
部
助
教
授
)
触
媒
研
究
所
に
配
置

一
換
(
臼
・

3
・
日
阪
大
理
学
部
に
転
出
)

一
九
六
二
(
昭
幻
)

4
・
1

一
小
寺
琢
郎
(
博
士
課
程
修
了
者
以
下
博
と
略
す
)
助
手

一
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
現
講
師
)

4
・

一

同

o
c
Eと
え
の
同

E
3
2
(国
際
誌
)
発
刊
さ
れ
る

9
-
m
-
横
山
隆
充
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
九
六
三
(
昭
お
)

7
・
1

一
能
登
谷
玲
子
(
修
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

7

・

一

ωロ
江
田
口
巾

ω
n
-
g
n
m
(国
際
誌
)
発
刊
さ
れ
る

8

・
ω
一
大
森
唯
義
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
九
六
四
(
昭
ぬ
)

3
-
m山
一
触
媒
懇
談
会
、
触
媒
学
会
と
な
る

3
-
m
一
第
一
期
新
庁
舎
完
成

4
・
1

一
酸
塩
基
触
媒
部
門
増
設

4
・
1

一
片
山
(
旧
姓
荒
又
)
明
子
(
修
)
、
大
西
隆
一
郎
(
修
)

一
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

5
・
1

一
竹
下
常
一
(
日
本
専
売
公
社
中
央
研
究
所
)
助
教
授
に
任

一
ぜ
ら
れ
る

(
W
・
I
-
mデ
ユ
ポ
ン
研
究
所
に
転
出
)

5
・
一
触
媒
研
究
所
拡
充
期
成
会
発
足

7
・
却
一
第
三
回
国
際
触
媒
会
議
(
1
7
・
お

一
一
範
)

一
九
六
五
(
昭
相
)

4

・1
A
A
-
-

A
生

・

司

i

蝕媒研究所

オ
ラ
ン
ダ
、
田
中

第
二
期
新
庁
舎
完
成

堀
内
寿
郎
定
年
退
官

戸
谷
富
之
所
長
と
な
る
(
日
・

3
・
泊
ま
で
三
期
)

宮
原
吾
郎
(
医
学
部
附
属
病
院
管
理
課
課
長
補
佐
)
事
務

長
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
槌
・

4
・
1
法
学
部
事
務
長
)

4
・
1

渡
辺
正
夫
(
修
)
、
山
崎
忠
良
(
修
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
九
六
六
(
昭
れ
)

3
-
m
一
堀
内
寿
郎
ド
イ
ツ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
に
推
挙
さ
れ
る

4
・
1

一
佐
藤
真
理
(
博
)
、
大
野
佑
一
(
修
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

4
・
1

一
黒
川
甲
子
郎
事
務
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
印
・

4
・
1
獣
医

一
学
部
事
務
長
)

一
九
六
七
(
昭
必
)

5
・
1

一
堀
内
寿
郎
学
長
と
な
る
(
冗
ま
で
)

一
九
六
八
(
昭
ね
)

ー
・
一
触
媒
研
究
所
二
十
五
周
年
記
念
『
J
R
I
C
』
発
行

6
-
幻
一
第
四
回
国
際
触
媒
会
議

(
1
6
-
m

モ
ス
ク
ワ
、
堀

一
内
、
宮
原
、
悶
部
)

一
九
六
九
(
昭
科
)

4
・
1

一
館
脇
洋
(
博
)
、
国
松
敬
一
一
(
博
)
、
数
坂
昭
夫
(
博
)
助

一
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
九
七
一
(
昭
初
)

4
・
1

一
五
十
嵐
春
吉
(
歯
学
部
附
属
病
院
事
務
長
補
佐
)
事
務
長

一
に
任
ぜ
ら
れ
る
(
日
・

4
・
1
定
年
退
官
)

一
松
島
龍
夫
(
博
)
助
手
に
任
ぜ
ら
れ
る

一
第
一
回
日
ソ
触
媒
会
議
(
1
7
・
7
ノ
ボ
シ
ピ
ル
ク
ス
)

一
第
一
回
国
体
表
面
国
際
会
議

(
1日
・
日
ア
メ
リ
カ
、

3
・
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